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Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員
綱
領

私
た
ち
は
、
世
界
の
平
和
と

人
間
の
基
本
的
人
権
を
守
る
た

め
に
人
々
と
の
「
友
情
と
信

頼
」
に
基
づ
く
「
理
解
と
協
力

と
連
帯
」
の
輪
を
ア
ジ
ア
と
世

界
に
広
げ
ま
す
。

か
か
る
目
的
を
も
っ
て
私
た

ち
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員
は
以
下
の
こ

と
に
努
め
ま
す
。

一
、
よ
り
人
間
ら
し
い
地
球
社

会
の
創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。

一
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
人
々
の

幸
せ
に
奉
仕
し
ま
す
。

一
、
地
球
の
自
然
環
境
を
大
切

に
守
り
ま
す
。

一
、
生
活
の
無
駄
を
省
き
、
地

球
資
源
を
大
切
に
し
ま
す
。

一
、
こ
れ
ら
の
奉
仕
活
動
を
通

し
て
、
自
分
と
他
人
の
生い

の
ち命

の
価
値
を
高
め
ま
す
。

以
上

　アジアに井戸を贈ることから地域の自立を目指す国際協
力NGOです。1972年に大阪の若者により結成された国際
奉仕グループ「エポス･クラブ」が発展し、1979年に大阪
で設立。誰もが生まれてきて良かったと思える社会を目指
し、2022年3月現在、井戸建設（累計2211基）や植林（累
計258万本)、子ども教育支援を中心に活動しています。全
国都道府県認可の社団法人取得第１号です。2012年から、
内閣府の認定を受けた公益社団法人になりました。
　海外との交流・協力活動は、アジア18カ国（インド、イ
ンドネシア、バングラデシュ、タイ、マレーシア、フィリ
ピン、スリランカ、ネパール、韓国、カンボジア、シンガ
ポール、ミャンマー、ラオス、中国、ベトナム、モンゴ
ル、パキスタン、アフガニスタン）、さらに西アフリカの
ブルキナファソにも広がり、70の現地提携団体を通じ、友
情のネットワークが形成されています。
　日本国内でも、各地でチャリティプログラム、自然環境
プログラムや、人材育成、留学生交流など行っています。

 本会へのご寄付は、寄付金控除の対象です
　ＪＡＦＳは内閣府より公益社団法人としての認定を受け
ています。ＪＡＦＳへの寄付金や会費（社員会費は除く）
は、申告によって、所得税、法人税、相続税について税制
上の優遇措置（寄付金控除）を受けることができます。
　確定申告の際、税額控除、所得控除のいずれか有利な方
を選択できます。本会発行の領収書を添付して申告してく
ださい。法人税は損金の額に算入することができます。相
続税は最寄りの税務署などにお問い合わせください。
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さ
と
う
・
ま
さ
た
か

１
９
８
０
年
、
岡

山
県
生
ま
れ
。
２
０
０
８
年
リ
タ
ワ
ー
ク

ス
株
式
会
社
を
創
業
、
Ｉ
Ｔ
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
領

域
で
病
院
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
２
分
野
で
事
業
展

開
。
２
０
１
６
年
開
始
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
事

業
は
、
１
千
以
上
の
組
織
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
。
コ
ン
グ
ラ
ン
ト
株
式
会
社
の
代
表

兼
務
、
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
W
社
会
投
資
フ
ァ
ン

ド
か
ら
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
を
受
け
る
。

２
０
２
０
年
、
ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の

会
理
事
就
任
。
２
０
２
１
年
度
第
７
回

ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
サ
ミ
ッ
ト
（
Ａ
Ｙ
Ｓ
）
実

行
委
員
長
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
●

者
へ
の
支
援
が
で
き
、
そ
こ
に
投
資
と
い

う
形
で
人
々
が
関
わ
る
新
し
い
提
案
が
で

き
れ
ば
、
も
っ
と
多
く
の
日
本
人
が
ア
ジ

ア
の
支
援
に
関
心
を
寄
せ
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
れ
を
非
営
利
団
体
が
や
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
こ
と
も
想
像

し
て
い
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
化
し

た
先
に
、
国
の
概
念
を
越
え
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
繋
が
る
世
界
が
訪
れ
ま
す
。
共
感
・

価
値
観
で
つ
な
が
る
領
土
を
持
た
な
い
国

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
こ
に
至
る
中
で

ど
の
よ
う
に
当
協
会
は
航
海
を
し
て
い
く

の
か
、
こ
れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

僕
が
20
歳
の
時
、
西
暦
２
０
０
０
年
を

迎
え
ま
し
た
。
当
時
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

を
目
指
し
て
い
た
の
で
、
社
会
人
で
も
な

く
子
ど
も
で
も
な
い
時
期
を
数
年
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
初
め
て
ま
と
も

に
就
職
し
た
の
が
Ｉ
Ｔ
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
領
域

で
、
ち
ょ
う
ど
２
０
０
５
年
で
し
た
。
起

業
す
る
３
年
前
で
す
。

当
時
の
会
社
で
は
通
信
機
器
の
営
業
販

売
か
ら
開
始
し
ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
検
索
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
営
業

は
訪
問
し
、
見
積
書
も
持
参
、
す
べ
て
が

対
面
で
行
わ
れ
る
時
代

で
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
の

商
圏
も
地
域
内
で
十
分

成
立
す
る
時
代
で
し

た
。今

、
コ
ロ
ナ
な
ど
で

社
会
は
激
変
し
、
多
く

が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
り

営
業
も
様
変
わ
り
し
て

い
ま
す
。
こ
の
15
年
で
ス
マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

が
登
場
し
、
商
圏
は
日
本
全
体
ま
た
は
世

界
に
広
が
り
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な
変
化

の
元
は
人
々
が
手
に
す
る
「
情
報
」
の
変

化
で
す
。
検
索
に
よ
っ
て
情
報
の
取
得
は

簡
便
に
な
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
っ
て
個
人
同

士
が
地
域
性
関
係
な
く
情
報
を
交
換
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
一
説
に
は
、
30

年
前
の
人
類
よ
り
今
の
人
類
の
方
が
、
数

百
倍
多
く
の
情
報
を
取
得
し
取
捨
選
択
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
こ

れ
ま
で
な
い
情
報
の
大
海
原
を
航
海
し
て

い
ま
す
。

歴
史
と
実
績
の
あ
る
ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ

ア
友
の
会
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
々
に

い
か
に
「
生
命
の
水
」
へ
の
活
動
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
う
か
、
人
々
と
つ
な
が
る

た
め
に
情
報
の
取
捨
選
択
に
選
ば
れ
る

か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
広
報
・
Ｐ
Ｒ
活
動
の

発
展
は
カ
ギ
と
な
り
そ
う
で
す
。

近
年
、
社
会
起
業
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
も
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り
、
開
発
途

上
国
の
産
業
発
展
や
雇
用
創
出
な
ど
を
同

時
に
解
決
す
る
起
業
家
育
成
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
観
点
か
ら
も
当

然
の
流
れ
と
し
て
あ
り
若
者
の
関
心
も
非

常
に
高
い
。

今
後
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
で
あ
ろ
う
世

界
の
「
水
」
問
題
に
対
し
、
ア
ジ
ア
の
起

業
家
育
成
の
可
能
性
は
大
き
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
自
分
が
投
資
し
た
ア
ジ
ア
の
起

業
家
が
頑
張
る
姿
を
見
た
い
、
応
援
し
た

い
、
そ
ん
な
日
本
人
は
意
外
に
多
い
の
で

は
な
い
か
。
現
状
ま
だ
「
水
」
に
特
化
し

た
社
会
起
業
フ
ァ
ン
ド
は
見
ら
れ
な
い
。

「
生
命
の
水
」
を
テ
ー
マ
に
ア
ジ
ア
の
若

情報の大海原を
航海する時代

佐藤 正隆
アジア協会アジア友の会

理事
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「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
栄
光
は
滅
び
ず

自
由

も
し
か
り
（
中
略
）
朝
日
に
散
る
霧
の
ご
と

く

敵
は
消
え
失
せ
よ
う
」
。
コ
ン
サ
ー
ト

の
冒
頭
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
歌
の
演
奏
が
映
し
出
さ
れ

た
。
瀬
田
さ
ん
の
最
初
の
曲
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

生
ま
れ
の
シ
ョ
パ
ン
の
「
革
命
の
エ
チ
ュ
ー

ド
」
。
ロ
シ
ア
帝
国
の
支
配
に
対
す
る
１
８

３
０
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
反
乱
（
11
月
蜂

起
）
が
ロ
シ
ア
軍
に
鎮
圧
さ
れ
た
こ
と
に
怒

り
、
悲
し
ん
だ
シ
ョ
パ
ン
が
思
い
を
込
め
て

作
曲
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
今
の
ロ
シ

ア
の
野
蛮
な
行
為
に
私
も
腹
が
立
ち
、
毎
日

の
よ
う
に
こ
の
曲
を
弾
い
て
い
ま
す
」
。
力

強
い
演
奏
が
満
席
の
会
場
に
響
い
た
。
続
い

て
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
「
月
光
ソ
ナ
タ
」
。
ロ

シ
ア
軍
の
戦
車
に
体
当
た
り
し
て
亡
く
な
っ

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
青
年
と
、
去
年
病
死
し
た

瀬
田
さ
ん
の
弟
を
し
の
ん
だ
。

子
ど
も
の
絵
に
戦
車・ミ
サ
イ
ル

会
場
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
が

ク
レ
ヨ
ン
で
描
い
た
４
枚
の
絵
を
展
示
し

た
。
瀬
田
さ
ん
が
教
会
な
ど
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
難
民
に
募
金
し
た
際
に
も
ら
っ
た
も
の

で
、
戦
車
や
ミ
サ
イ
ル
が
描
か
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
侵
略
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
隣

国
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
逃
れ
た
人
は
ピ
ー
ク
時
で

２
９
０
万
人
。
瀬
田
さ
ん
は
演
奏
の
合
間

に
、
腕
を
け
が
し
た
お
ば
あ
さ
ん
と
、
お
ば

あ
さ
ん
ら
を
ホ
テ
ル
に
受
け
入
れ
た
日
本
人

の
女
性
経
営
者
ら
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
。

「
私
は
逃
げ
ず
に
祖
国
の
た
め
に
戦
う
」
と

い
う
高
齢
の
画
家
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
残
っ
て

い
る
こ
と
も
話
し
た
。

瀬
田
さ
ん
は
大
阪
府
池
田
市
出
身
。
音
大

を
卒
業
後
、
武
庫
川
女
子
大
で
ピ
ア
ノ
講
師

に
。
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
年
下
の
同
僚
の
抒

情
あ
ふ
れ
る
響
き
に
圧
倒
さ
れ
た
。
「
一
緒

に
練
習
し
て
ほ
し
い
」
と
頼
ん
で
い
た
矢
先

の
１
９
９
５
年
１
月
、
阪
神
大
震
災
が
起

き
、
そ
の
同
僚
は
自
宅
が
倒
壊
し
て
亡
く
な

っ
た
。
一
時
は
シ
ョ
ッ
ク
で
ピ
ア
ノ
を
弾
け

な
か
っ
た
が
、
「
亡
き
友
の
た
め
に
も
が
ん

ば
ら
ね
ば
」
と
翌
年
イ
タ
リ
ア
へ
。
そ
の

年
、
マ
ス
タ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
国
際
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
た
。
タ
イ
の
大
学
で
音

楽
を
教
え
た
後
、
4
年
前
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド

に
住
み
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
演
奏
活
動
を

続
け
て
い
る
。

阪
神
大
震
災
の
経
験
か
ら
「
ピ
ア
ノ
を
通

し
て
世
の
中
に
役
立
て
な
い
か
」
と
考
え
て

い
た
。
２
０
０
１
年
１
月
、
死
者
２
万
人
が

出
た
イ
ン
ド
西
部
地
震
が
発
生
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ

が
震
災
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
知
り
、
会
員
に
。
大
阪
、
東
京
で
初
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
主
催
）

を
開
い
た
。

以
来
、
22
年
間
、
国
内
外
で
ア
ジ
ア
の
子

ど
も
た
ち
の
教
育
支
援
、
東
日
本
震
災
、
タ

イ
の
洪
水
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
台
風
被
災
者
支

援
な
ど
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
続
け

て
い
る
。
今
、
貧
し
い
ア
ジ
ア
の
子
ら
３
人

の
里
親
に
な
っ
て
い
る
。

瀬
田
さ
ん
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
は

開
催
地
の
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
地
区
会
が
窓
口
に
な
っ

て
い
る
が
、
今
回
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ト
ー

リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
支
援
な
ど
を
し
て
い
る

「
ハ
ル
ハ
ロ
」
が
担
当
し
た
。
今
回
寄
せ
ら

れ
た
お
金
は
入
場
料
と
当
日
会
場
に
設
け
た

募
金
箱
分
な
ど
合
わ
せ
て
計
約
47
万
円
。
経

費
を
引
い
て
、
日
本
に
避
難
し
て
い
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
人
た
ち
の
支
援
に
あ
て
る
。

瀬
田
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
で
培
っ
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
支
援
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
春
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
南
西
部
の
音
楽
ホ
ー
ル
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
難
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
全
寮
制

の
高
校
で
開
催
。
９
月
に
は
多
く
の
難
民
を

受
け
入
れ
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
部
の
古

都
、
ク
ラ
ク
フ
で
開
く
予
定
だ
。
日
本
人
の

版
画
家
、
澤
岡
泰
子
さ
ん
の
展
覧
会
と
合
わ

せ
て
開
く
。
澤
岡
さ
ん
は
木
に
絵
を
か
い
て

彫
る
版
画
技
法
（
木
の
リ
ト
グ
ラ
フ
）
を
世

界
各
国
で
紹
介
。
60
点
の
作
品
を
近
く
ポ
ー

ラ
ン
ド
国
立
美
術
館
に
寄
贈
す
る
。
現
地
の

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
力
で
作
品
数
点
を

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
販
売
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難

民
の
支
援
金
に
あ
て
る
、
と
い
う
。

阪
神
大
震
災
時
へ
の
礼
を
込
め

ポ
ー
ラ
ン
ド
は
欧
州
有
数
の
親
日
国
だ
。

19
世
紀
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
独
立
を
勝
ち
取
る
た
め
の
民

衆
蜂
起
が
起
き
た
が
、
ロ
シ
ア
軍
に
制
圧
さ

れ
、
多
く
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
政
治
犯
と
し

て
シ
ベ
リ
ア
に
送
ら
れ
た
。
そ
の
後
の
第
１

次
世
界
大
戦
で
激
し
い
戦
場
と
な
っ
た
ポ
ー

ラ
ン
ド
か
ら
逃
れ
る
人
も
加
わ
り
、
シ
ベ
リ

ア
に
は
当
時
15
万
か
ら
20
万
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
が
い
た
、
と
い
わ
れ
る
。
第
１
次
大
戦

後
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
独
立
を
回
復
し
た
が
、

大
戦
末
期
に
起
き
た
ロ
シ
ア
革
命
で
シ
ベ
リ

ア
か
ら
の
帰
国
が
困
難
に
な
り
、
病
死
、
餓

死
が
続
出
し
た
。

当
時
、
日
本
は
7
万
人
を
シ
ベ
リ
ア
に
出

兵
し
て
い
た
。
「
せ
め
て
親
を
失
っ
た
孤
児

だ
け
で
も
救
っ
て
ほ
し
い
」
。
ポ
ー
ラ
ン
ド

側
の
要
請
を
日
本
の
外
務
省
が
受
け
入
れ
、

陸
軍
も
合
意
。
日
本
赤
十
字
社
が
動
い
て
７

６
５
人
の
孤
児
が
船
で
日
本
に
来
た
。
病
気

や
栄
養
失
調
の
子
も
多
か
っ
た
が
、
日
本
の

手
厚
い
も
て
な
し
で
元
気
に
な
っ
て
祖
国
に

帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
こ
の
返
礼
と
し
て
１

９
９
５
年
と
翌
96
年
、
阪
神
大
震
災
の
孤
児

ら
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
招
待
。
第
１
次
大
戦
生

き
残
り
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
元
孤
児
４
人
が

対
面
し
て
子
ど
も
た
ち
を
励
ま
し
た
。
瀬
田

さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
澤
岡
さ
ん
の
版
画
販

売
は
こ
の
日
本
人
被
災
孤
児
支
援
に
対
す
る

お
礼
の
意
味
も
込
め
て
実
施
す
る
と
い
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
教
育
支
援

コ
ン
サ
ー
ト
が
減
っ
た
た
め
、
瀬
田
さ
ん
は

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
自
宅
の
ピ
ア
ノ
教
室
か
ら
解

説
付
き
で
短
い
演
奏
動
画
を
配
信
す
る
「
オ

ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
」
を
始
め
る
こ
と
に
し

た
。
会
費
は
月
３
０
０
円
。
会
員
は
月
２
回

の
動
画
配
信
が
受
け
ら
れ
、
月
１
回
の
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
交
流
会
に
参
加
で
き
る
。
音
楽
家
と
の

交
流
、
ピ
ア
ノ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
イ
ベ
ー

広
が
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
輪

「
幼
い
命
を
守
る
た
め
」

瀬田敦子さん　　コンサート
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
を
支
援
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ー
ト
で
ピ
ア
ノ
を
演
奏
す
る
瀬
田
敦
子
さ
ん

＝
５
月
21
日
、
兵
庫
県
宝
塚
市

緊急特集

ロ
シ
ア
の
侵
略
で
苦
境
に
陥
っ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
た
ち
を
支
援
し
よ
う
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
一
時
帰
国
し
た
ピ
ア

ニ
ス
ト
、
瀬
田
敦
子
さ
ん
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
が
５
月
21
日
、
兵
庫
県
宝
塚
市
の
大
林
寺
で
開
か
れ
た
。
ア
ジ
ア
協
会

ア
ジ
ア
友
の
会
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
）
と
同
会
の
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
「
ハ
ル
ハ
ロ
」
が
主
催
し
、
１
０
０
人
が
参
加
。
勇
ま
し
い
ウ

ク
ラ
イ
ナ
国
歌
や
シ
ョ
パ
ン
の
エ
チ
ュ
ー
ド
（
練
習
曲
）
に
聴
き
入
っ
た
。
瀬
田
さ
ん
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
逃
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

難
民
の
様
子
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
。
「
幼
い
命
を
守
る
た
め
に
息
長
く
支
援
を
続
け
る
」
と
話
し
た
。
瀬
田
さ
ん
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
で
も
難
民
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
支
援
の
輪
は
広
が
っ
て
い
る
。(

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
副
会
長

法
花
敏
郎
）

ト
レ
ッ
ス
ン
も
計
画

し
て
い
る
。
サ
ロ
ン

の
収
益
は
経
費
を
引

い
て
ア
ジ
ア
の
子
ど

も
教
育
支
援
に
あ
て

ら
れ
る
。
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
右
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
瀬
田
さ
ん
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
（atsuko.pianist@

gm
ail.com

）
へ
。

※
参
考
文
献
「
和
楽W

eb

２
０
２
０
年

５
月
21
日
号

１
０
０
年
前
の
シ
ベ
リ
ア

か
ら
の
救
出
劇
（
辻
明
人
）
」

チャリ
ティ

広がるウクライナ支援の輪広がるウクライナ支援の輪

難
民
支
援
募
金
を
受
け
付
け
ま
す
詳
し
く
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
事
務
局
へ

☎
０
６･

６
４
４
４･

０
５
８
７
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２
回
目
は
、
水
管
理
組
合
の
14
人
が
１
日

で
不
具
合
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
ポ
ン
プ
と

電
気
操
作
盤
の
機
能
や
仕
組
み
を
理
解
し
、

安
全
な
利
用
法
を
学
ぶ
研
修
。
３
回
目
は
、

水
管
理
組
合
の
18
人
が
３
日
間
、
持
続
可
能

な
配
水
を
主
な
テ
ー
マ
に
、
①
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
運
営
計
画
の
作
成
、
②
水
質
汚
染
時
の
タ

ン
ク
水
の
浄
化
方
法
、
③
持
続
可
能
な
財
政

運
営
、
④
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
重
要
性
、
を
学

び
ま
し
た
。

講
義
だ
け
で
な
く
、
電
気
操
作
盤
の
使
用

や
管
理
方
法
の
実
習
も
し
ま
し
た
。
ま
た
、

似
た
事
業
を
し
て
い
る
他
地
域
を
視
察
し
、

自
分
た
ち
の
地
域
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ

ら
れ
る
か
を
検
討
し
ま
し
た
。

た
。
定
期
点
検
や
管
理
は
、
日
本
で
用
い
ら

れ
て
い
る
点
検
表
を
参
考
に
、
現
地
に
合
っ

た
も
の
を
現
地
ス
タ
ッ
フ
が
作
り
、
水
管
理

組
合
に
投
げ
か
け
、
調
整
す
る
な
ど
し
て
い

ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
長
期
運
用
す
る
た
め
に

一
番
重
要
な
こ
と
は
、
現
地
の
人
た
ち
が
愛

し
、
み
ん
な
で
守
る
と
い
う
気
持
ち
で
使
う

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
パ
イ
プ
を
敷
設

す
る
と
き
も
、
住
民
が
参
加
す
る
こ
と
を
条

件
に
し
ま
し
た
。
今
後
の
定
期
的
な
清
掃

も
、
住
民
参
加
で
し
ま
す
。
そ
し
て
地
元
行

政
と
継
続
的
で
密
に
連
携
し
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
築
い
て
も
ら
い
ま
す
。

次
は
全
世
帯
に
水
場
作
り

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
こ
れ
か
ら
の
役
割
は
、
各
戸

で
水
が
使
え
る
水
場
の
設
置
に
協
力
す
る
こ

と
で
す
。
本
事
業
の
実
施
中
に
ネ
パ
ー
ル
政

府
が
「
１
世
帯
１
水
道
（
水
場
）
」
の
方
針

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
開
始
前
に

政
府
と
契
約
を
交
わ
し
て
実
施
し
た
事
業
の

た
め
、
そ
の
方
針
に
沿
っ
て
仕
上
げ
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
集
落
の
世

帯
数
に
合
わ
せ
て
水
場
を
設
置
す
る
予
定
で

あ
っ
た
計
画
を
変
更
し
、
1
戸
1
水
場
を
全

世
帯
に
、
今
年
か
ら
来
年
ま
で
に
建
設
し
ま

す
。
費
用
の
半
分
（
１
戸
３
万
円
）
を
Ｊ
Ａ

Ｆ
Ｓ
が
担
い
ま
す
。

ネ
パ
ー
ル
の
井
戸
１
基
の
金
額
は
17
万
円

で
す
が
、
１
基
分
の
ご
支
援
を
頂
き
ま
す
と

6
世
帯
へ
水
場
を
設
置
で
き
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
事
業
終
了
後
は
、
住
民
が
主
体
と
な

っ
て
設
備
を
長
期
維
持
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
結
成
さ
れ
た
水
管
理
組
合
の
人
た
ち
に
、

水
イ
ン
フ
ラ
管
理
研
修
を
3
回
し
ま
し
た
。

１
回
目
は
、
組
合
か
ら
選
出
さ
れ
た
メ
ン

バ
ー
と
集
落
ご
と
の
水
管
理
グ
ル
ー
プ
の
18

名
を
対
象
に
、
①
水
衛
生
、
②
シ
ス
テ
ム
運

営
維
持
に
必
要
な
技
術
や
管
理
ル
ー
ル
、
に

つ
い
て
３
日
間
行
い
、
各
人
の
役
割
と
責
任

を
明
確
に
し
、
長
期
運
営
す
る
上
で
生
じ
る

問
題
と
そ
の
対
処
法
、
水
使
用
料
金
と
経
理

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
学
び
ま
し
た
。

揚水システムの完成図。取水井戸から700mの高所に水をくみ上げ、４カ所の中継タンク
と送水ポンプ、計4582mのパイプで、最大75,000㍑のタンクに揚水。総計29,758mのパイ
プにより、12集落の飲料水タンク、21エリアの農業用水タンクに水を満たす

ネパールでの建設工事完了
揚
水
シ
ス
テ
ム
譲
渡
式
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
と
Ａ
Ｆ
Ｓ
ネ
パ
ー
ル
が

村
人
に
譲
渡
内
容
を
説
明
し
た
＝
ネ
パ
ー
ル
、
シ
ン
ド
ゥ
パ

ル
チ
ョ
ー
ク
郡
イ
ン
ド
ラ
ワ
テ
ィ
村

外
務
省
の
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
携
無
償
資
金
協
力
を
得
て
、
ネ
パ
ー
ル
の
シ
ン
ド
ゥ
パ
ル
チ

ョ
ー
ク
郡
イ
ン
ド
ラ
ワ
テ
ィ
村
10
地
区
に
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
と
Ａ
Ｆ
Ｓ
ネ
パ
ー
ル
、
現
地
行
政

や
住
民
が
連
携
し
て
建
設
し
て
い
た
揚
水
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
、
３
月
18
日
、
管
理
・
運

営
を
引
き
継
ぐ
現
地
の
水
委
員
会
管
理
組
合
に
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
か
ら
要
請
を
受

け
て
構
想
と
準
備
を
始
め
て
５
年
半
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
協
力
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は
あ
ま
り

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
総
費
用
１
億
５
千
万
円
余
の
大
工
事
で
し
た
。
今
後
は
１
千
世

帯
に
生
活
用
水
を
、
最
終
的
に
１
世
帯
当
た
り
１
日
２
７
０
㍑
（
１
人
当
た
り
45
㍑
）
を

常
時
供
給
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ･

本
事
業
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
側

担
当
者

熱
田
典
子
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
・
最
終
期
間
現
地
駐
在
員

坂
口
優
）

揚
水
シ
ス
テ
ム
、村
人
の
手
に

水
管
理
組
合
が
主
体
と
な
っ
て
何
度
も
会

議
を
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
何
が

負
担
に
な
る
の
か
や
課
題
点
を
あ
げ
、
エ
ン

ジ
ニ
ア
や
日
本
人
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

参
考
に
し
て
、
地
域
に
合
っ
た
運
営
管
理
体

制
や
使
用
料
金
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は

各
委
員
会
や
代
表
者
、
行
政
が
役
割
を
分
担

し
、
住
民
、
特
に
水
管
理
組
合
が
主
体
と
な

っ
て
運
営
管
理
や
修
繕
な
ど
を
し
ま
す
。

事
業
期
間
中
、
日
本
人
専
門
家
が
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
と
現
地
視
察
を
し
ま
し
た
。
シ
ス

テ
ム
は
完
成
後
30
年
以
上
こ
の
地
域
で
使
え

る
も
の
と
し
て
譲
渡
す
る
た
め
、
重
要
な
内

容
で
す
。
シ
ス
テ
ム
を
一
つ
一
つ
確
認
し
、

ど
こ
に
不
備
が
あ
る
の
か
、
日
本
で
あ
れ
ば

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
を
教
え
ま
し
た
。

現
地
視
察
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
で
再
修

復
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
項
目
や
場
所
を

入
念
に
確
認
し
ま
し
た
。
よ
り
持
続
可
能
に

運
営
で
き
る
よ
う
に
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が

ら
、
課
題
点
や
問
題
点
に
対
応
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
で
の
事
例
を
紹
介
し
、
現
地

で
ま
ね
で
き
る
部
分
は
導
入
す
る
よ
う
、
水

管
理
組
合
が
主
体
と
な
っ
て
話
し
合
い
ま
し

「
大
切
に
使
お
う
」入
念
に
研
修
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　JAFSはコロナウイルス感染症が広がった
2020年５月にコロナ募金を始めました。この２
年間に1338件18,701,493円、うち２年目の2021
年度は502件8,346,675円が集まりました（いず
れも夏季・冬季募金含まず）。これによって計
15地域･約53万人の方々を支援できました。ま
た、企業連携により５万枚のマスクを配布でき
ました。ご協力に深く感謝申し上げます。
　2021年度には、重症化率の高いデルタ株がま
ん延しました。主な感染地となったインドとそ
の隣国ネパールなどから、ＳＯＳの訴えが連日
届きました。「貧しい人たちが職を失い、食料
を買えない人が続出している」「スラムで幼な
子の泣き声が絶えない。栄養不足が心配」「医
療が崩壊し、人がどんどん亡くなっている」
……。
　そのたびに、現地の提携団体と協力して食料
を届け、衛生用品を配りました。また、医療機
関に搬送できない人々が続出したインドのアム
ラワティ県には、40カ村がすぐ利用できる救急

車１台を贈りました。現在は地域の「命の足」
となってしっかり活躍しています。JAFSが同
年度にした主な支援活動は下の表の通りです。
　現地の提携団体は、目の前にいる困っている
人を支援して救うことはもちろんですが、その
次を考え、地域の人同士で自分たちの地域社会
を守っていくことを念頭に置き、各地域のリー
ダーと活動することを大切にしています。その
ために、新しいつながりをつくったり、これま
での古い慣習を変えたりして、地域の新しい仕
組みを生み出しました。
　現在、コロナ感染者数は、全体的に小康状態
になり、各国とも徐々に以前に近い生活が戻り
つつあります。しかし、日本と同様、コロナに
よる影響が各地で残っています。特に、貧しい
人たちは、これまでに蓄えたお金も物も、ほと
んど使い果たしています。その人たちが生活を
立て直し、持続可能な地域づくり、教育環境づ
くりをできるように支援することが、今度の
JAFSの役割であると考えています。

コロナウイルス感染症対策　2021年度の支援内容
対象地域 提携団体 支援内容

イ

ン

ド

ガッチロリ
RUDYA 食料支援(400世帯)､衛生啓発活動(3842人)､学校の運営支援(92人)

SPRASH-AFS Gadchiroli 食料支援(400世帯)､感染予防対策品支援(300世帯)､ボランティア支援(20人)､
ファイナンシャルサポート(32世帯)､メンタルヘルスケア(20人)

アムラワティ HDSI 救急車１台
サーングリー AFS-Sangli 食料支援(100人)､感染予防対策品支援(５千人)
プーネ PUNE CHAPTER (BARAMATI) 食料支援(子ども100人)

ナグプール
AFS-LONARA

オキシメーター100個(100世帯)､酸素濃縮器３個､コロナ治療キット(消毒液､
マスク､ビタミンサプリなど)､衛生啓発活動(パンフレットなど配布)(150世帯
×4カ月)､食料支援(150世帯×4カ月)

AFS-Nagpur 食料支援､感染予防対策品支援(60世帯/1カ月×4カ月)　*募金と別に ㈱良品計
画よりマスク５千セット

アコラ Akola Chapter 500人を対象に、衛生啓発活動､感染予防用品配布

ムンバイ AFS Mumbai & Thane 
Chapter

604世帯を対象に、感染予防品(マスク､アルコール消毒等)配布､食料支援､衛
生啓発活動

ディンディガル
ナマカル SSH 300世帯に、食料支援､衛生用品配布

ビジャプール

AFS-Bijapur 200世帯に、食料支援、衛生用品配布
BSVIA 学校の運営支援(74人)　*募金と別に ㈱良品計画よりマスク５万セット
AFS-Ukkali 消毒液2500本、マスク５千枚
AFS-Chandur Bazar 食料支援(260世帯)

ネパール
カトマンズ・
ナワルパラシィ

AFS-Nepal 食料配布(農村地域150世帯､カトマンズの生活困窮者500世帯)、衛生用品配布
(学校4校･600人)

フィリピン KALIPI 地域見守り支援､物資配布　*募金と別に 京セラ労働組合より学用品支援
カンボジア KAFS 地域見守り支援､衛生用品の配布
スリランカ SARVODAYA 地域見守り支援､物資配布
タイ TAFS コロナ情報を手話でビデオ発信

イ
ン
ド
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ
Ｉ
代
表

プ
ロ
モ
ッ
ド
・
ソ
ラ
ッ
ト

２
０
２
１
年
８
月
６
日
、
イ
ン
ド
・
マ
ハ

ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ア
ム
ラ
ワ
テ
ィ
県
で
活
動
す

る
提
携
団
体
Ｈ
Ｄ
Ｓ
Ｉ
に
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
支

援
に
よ
り
、
救
急
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

年
中
無
休
で
稼
働
し
、
特
に
へ
き
地
に
住
む

人
々
の
緊
急
時
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
多
く
は
、
ア
チ
ャ
ル
プ
ー
ル
、

チ
ク
ホ
ー
ル
ダ
ラ
、
ア
ン
ジ
ャ
ン
ガ
オ
ン
ス

ル
ジ
地
域
の
人
々
で
す
。
ア
ム
ラ
ワ
テ
ィ
に

あ
る
専
門
病
院
や
か
か
り
つ
け
医
が
い
る
病

コ
ロ
ナ
募
金
へ
の

ご
支
援
に
感
謝
し
ま
す

2021年度コロナ募金報告2021年度コロナ募金報告

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
Ｋ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
財
団
代
表

エ
ロ
イ
サ
・
ク
ナ
ナ
ン

コ
ロ
ナ
禍
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
農
村
地
域

も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

貧
し
く
て
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
子
ど
も
た
ち

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
１
週
間
ず
つ
宿
題
に

回
答
し
て
提
出
し
、
勉
強
を
続
け
て
い
ま

す
。
収
入
が
減
る
中
、
親
は
必
死
に
働
い
て

い
ま
す
が
、
食
料
が
優
先
さ
れ
必
要
な
学
用

品
も
買
っ
て
や
れ
ま
せ
ん
。
学
べ
な
い
悲
し

さ
、
理
解
で
き
な
い
勉
強
、
友
達
に
会
え
な

い
寂
し
さ
か
ら
、
教
育
環
境
は
悪
く
な
る
一

方
で
し
た
。
こ
の
状
況
を
知
っ
た
京
セ
ラ
労

働
組
合
の
皆
さ
ん
か
ら
学
用
品
の
支
援
を
受

け
、
ル
ソ
ン
島
ヌ
エ
バ
エ
シ
ハ
州
の
２
つ
の

で
皆
が
多
く
の
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

久
し
ぶ
り
に
明
る
い
気
持
ち
に
な
り
、
勉
強

す
る
こ
と
に
前
向
き
に
な
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◇

寄
贈
者
／
京
セ
ラ
労
働
組
合

井
戸
を
寄
贈
し
た
村
を
訪
問
で
き
な
い
中

で
何
と
か
交
流
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
時
、

文
房
具
寄
贈
の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。
寄
贈

で
き
る
だ
け
集
ま
る
か
不
安
で
し
た
が
、
組

合
員
か
ら
予
想
外
に
多
く
い
た
だ
き
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
ち
た

い
思
い
そ
の
も
の
だ
と
、
本
当
に
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。
村
人
と
の
交
流
が
再
開
で
き
る

ま
で
、
明
る
く
前
向
き
な
気
持
ち
で
日
々
頑

張
っ
て
欲
し
い
で
す
。
日
本
か
ら
、
皆
さ
ん

が
笑
顔
に
な
れ
る
活
動
を
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

寄
贈
救
急
車
、へ
き
地
の
村
で
活
躍

院
へ
患
者
を
搬
送
。
現
在
は
パ
ラ
ト
ワ
ダ

か
ら
ボ
パ
ー
ル
（
マ
デ
ィ
ヤ
プ
ラ
デ
シ
ュ

州
）
、
パ
ラ
ト
ワ
ダ
か
ら
ナ
グ
プ
ー
ル
、
パ

ラ
ト
ワ
ダ
か
ら
チ
ャ
ン
ド
ラ
プ
ル
な
ど
、
長

距
離
移
動
が
必
要
な
患
者
も
搬
送
し
て
い
ま

す
。
50
以
上
の
村
の
ほ
と
ん
ど
の
村
が
丘
陵

地
帯
に
あ
っ
て
道
路
事
情
が
非
常
に
悪
い
の

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
救
急
車
を
利
用
す
る
機

会
が
な
か
っ
た
村
人
に
と
っ
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
利
用
し
た
人
の
声
で
す
。

ス
バ
シ
ュ
・
バ
バ
ン
カ
ル
さ
ん

発
作
に

襲
わ
れ
て
左
半
身
が
完
全
に
ま
ひ
し
、
意
識

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
元
の
医
師
が
設

備
が
整
っ
た
別
の
病
院
を
紹
介
し
て
く
れ
、

友
人
や
家
族
は
救
急
車
を
探
し
ま
し
た
が
、

見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
と
き
Ｈ
Ｄ

Ｓ
Ｉ
が
持
っ
て
い
る
救
急
車
の
存
在
を
知
り

ま
し
た
。
す
ぐ
連
絡
を
取
り
、
私
は
ア
ー
ウ

ィ
ン
病
院
ア
ム
ラ
ワ
テ
ィ
に
運
ば
れ
、
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
少
し
で
も

遅
け
れ
ば
、
命
に
か
か
わ
っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ラ
フ
ル
・
チ
ョ
ー
パ
ガ
ー
ル
さ
ん

母
は

昏
睡
状
態
で
し
た
。
医
師
は
ア
ム
ラ
ワ
テ
ィ

の
専
門
病
院
へ
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し

ま
し
た
。
救
急
車
が
な
く
て
困
っ
て
い
た
と

き
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ
Ｉ
が
保
有
す
る
、
酸
素
供
給
装

置
を
備
え
た
救
急
車
を
手
配
で
き
、
瞬
時
に

搬
送
で
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
母
は
翌

日
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
が
、
対
応
が
遅
け

れ
ば
、
母
は
と
っ
く
に
亡
く
な
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。

村
の
子
た
ち
に
贈
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

シ
テ
ィ
オ
パ
ン
ト
ッ
ク
村

26
名

田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
村
で
す
。
村

々
の
話
を
聞
く
中
で
、
こ
の
村
の
子
ど
も
た

ち
が
支
援
を
最
も
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
。

学
用
品
を
贈
ら
れ
る
の
は
初
め
て
の
経
験
で

あ
り
、
頂
い
た
文
具
を
使
っ
て
勉
強
で
き
る

こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
ス
ー
ル
村

73
名

子
ど
も
が
多
い
村
で
、
文
具
を
ど
う
配
る

か
相
談
し
た
時
、
年
長
の
子
が
「
こ
れ
か
ら

勉
強
を
始
め
る
小
さ
な
子
を
優
先
し
て
あ
げ

て
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
文
具
は
丈
夫

で
、
大
切
に
長
く
使
え
る
と
と
て
も
喜
ん
で

い
ま
し
た
＝
写
真
。
家
族
に
お
披
露
目
し
た

後
に
、
兄
弟
と
一
緒
に
仲
良
く
使
っ
て
い
る

姿
に
心
温
ま
り
ま
し
た
。
様
々
な
制
限
の
中

ピカピカの学用品で新学年

2021年度報告
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Ａ
Ｆ
Ｓ
ソ
ル
ソ
ゴ
ン
代
表

ジ
ー
ナ
・
ヤ
ッ
プ

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ソ
ル
ソ
ゴ
ン
州
マ
ト
ノ
ッ

グ
町
は
、
ル
ソ
ン
島
南
端
の
海
辺
に
あ
り
ま

す
。
川
や
海
の
近
く
は
車
が
通
行
で
き
る
道

路
が
少
な
く
、
ま
た
町
役
場
は
台
風
な
ど
の

災
害
対
応
に
追
わ
れ
て
手
が
回
ら
な
い
た

め
、
ご
み
収
集
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
お
ら
ず

月
１
回
程
度
で
す
。

こ
の
た
め
、
な
す
術す

べ

な
い
住
民
た
ち
は
、

ご
み
は
川
や
海
に
捨
て
れ
ば
流
れ
去
る
と
考

え
、
仕
方
な
く
水
辺
に
捨
て
て
し
ま
い
ま

す
。
陸
の
ご
み
も
水
路
や
川
に
落
ち
て
海
に

流
れ
出
ま
す
。
生
ご
み
は
腐
敗
し
、
水
質
を

悪
化
さ
せ
ま
す
。
ご
み
の
あ
る
生
活
環
境
は

衛
生
的
と
は
言
え
ず
、
水
系
生
態
系
に
も
影

響
し
て
水
産
物
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
発
生
源
か
ら
ご
み
を
減
ら
す
活

動
を
４
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。
啓
発
活
動
と

ブルーオーシャン作戦   サステナブルに一歩ずつ 昨
年
11
月
に
日
本
と
ア
ジ
ア
の
３
カ
国
５
地
域
で
始
め
た
「
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
作
戦
」
。

海
で
つ
な
が
る
国
々
で
共
に
、
海
岸
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
拾
い
、
地
域
の
生
活
環
境
改
善

や
生
態
系
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
後
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
で

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
海
洋
へ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
流
出
量
は
、
ア
ジ
ア
の
国
々
が
上
位
に
多

く
入
り
、
生
活
環
境
も
衛
生
的
と
言
え
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
背
景
に
貧
困
問
題
も
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
自
ら
立
ち
上
が
っ
た
ア
ジ
ア
の
人
々
を
、
ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

併
せ
、
有
価
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
分
別

す
る
ご
み
箱
を
設
置
し
て
そ
こ
に
捨
て
る
習

慣
を
養
い
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
取
り
組
み
ま
す
。

生
ご
み
は
堆
肥
に
し
て
緑
化
や
農
業
を
推

進
し
、
水
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
住
民
が
野
菜
く
ず
や
果
物
の
皮
な
ど

の
台
所
ご
み
を
持
ち
寄
り
、
引
き
換
え
に
堆

肥
や
苗
、
植
物
の
栽
培
情
報
な
ど
を
持
ち
帰

り
、
実
習
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
堆
肥
化

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
始
め
ま
し

た
。
有
機
性
ご
み
が
循
環
で
き
、
ま
た
植
物

栽
培
は
多
く
の
家
庭
に
好
ま
れ
ま
す
。
堆
肥

化
に
参
加
す
る
家
庭
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
５

月
初
旬
ま
で
に
50
家
庭
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ま
だ
始
め
た
ば
か
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
住
民
の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
大

変
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
１
年
後
に
は
良
い

報
告
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

分
別
ご
み
箱
設
置
し
再
活
用
フ
ィ
リ
ピ
ン

Ａ
Ｆ
Ｓ
ア
チ
ェ
代
表

シ
ャ
フ
ウ
ィ
ナ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ア
チ
ェ
州
バ
ン
ダ
・
ア

チ
ェ
（
ス
マ
ト
ラ
島
）
で
は
、
海
洋
生
態
系

を
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
４
年

の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
で
受
け
た
津
波
被
害

を
教
訓
に
し
た
防
災
活
動
と
深
く
関
わ
っ
て

い
ま
す
。

浜
に
植
林
カ
メ
の
子
放
流
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

プラスチックごみが水路に捨てられ、流れ着いてマングロー
ブの根元にたまる＝フィリピン、ソルソゴン州マトノッグ

昨
年
11
月
28
日
に
沿
岸
河
口
部
で
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
３
千
本
を
植
林
し
ま
し
た
。
木
々
が

森
に
な
れ
ば
津
波
を
防
ぐ
防
波
堤
の
役
割
が

期
待
さ
れ
、
生
態
系
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。

今
年
２
月
25
日
に
は
、
ラ
ン
プ
ー
ク
ビ
ー

チ
で
、
90
匹
の
赤
ち
ゃ
ん
海
ガ
メ
を
海
に
放

流
し
ま
し
た
。
オ
サ
ガ
メ
が
ビ
ー
チ
に
来
て

浜辺の砂を掘り返して丹念にごみを集めた。円内
は、ごみの中から選り分けたプラスチックの小片
＝４月16日、大阪府貝塚市、二色の浜

ブルーオーシャン作戦、一歩ずつ

い
小
さ
な
プ
ラ
ご
み
が
、
浜
に
打
ち
上
げ
ら

れ
、
私
た
ち
に
拾
わ
れ
た
の
で
す
。
い
っ
た

ん
環
境
中
に
出
た
プ
ラ
ご
み
片
を
集
め
る
の

が
ど
ん
な
に
大
変
か
実
感
し
、
ご
み
を
出
さ

な
い
心
が
け
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

東
京
都
大
田
区
の
城
南
島
海
浜
公
園
つ
ば

さ
浜
で
は
44
名
で
３
０
７
ｇ
。
全
国
を
合
わ

せ
て
も
約
１
㎏
で
、
日
本
で
年
間
１
人
が
使

う
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約
２
０
０
本
分
（
約
４

㎏
）
の
４
分
の
１
。
し
か
し
、
１
人
当
た
り

１
０
０
個
以
上
拾
っ
た
と
思
う
の
で
、
全
国

で
２
万
個
以
上
に
な
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と

は
、
小
さ
な
プ
ラ
ご
み
を
海
の
生
き
物
た
ち

が
食
べ
て
し
ま
う
機
会
を
２
万
回
以
上
減
ら

す
こ
と
に
、
私
た
ち
は
貢
献
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
費
収
入
は
実
費
を
差
し
引

き
、
ア
ジ
ア
で
の
ご
み
問
題
改
善
活
動
の
支

援
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ

川
本
裕
子
）

４
月
16
日
、
国
内
16
都
道
府
県
の
海
辺
で

計
２
３
０
人
余
り
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を

拾
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
し
ま
し
た
。

大
阪
府
貝
塚
市
の
二
色
の
浜
で
は
、
子
ど

も
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
１
２
５
人
が
、
砂
に
埋

も
れ
た
小
さ
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
を
、
ザ
ル

や
ス
コ
ッ
プ
で
掘
り
出
し
ま
し
た
。
潮
干
狩

り
な
ら
ぬ
プ
ラ
干
狩
り
で
す
。
最
後
は
指
で

一
つ
一
つ
つ
ま
ん
で
拾
う
地
道
な
作
業
。
約

２
時
間
で
３
７
５
ｇ
の
プ
ラ
ご
み
片
を
集
め

ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
大
き
な
ご
み

は
、
ご
み
袋
６
つ
分
を
拾
い
ま
し
た
。

浜
一
面
に
広
が
っ
た
参
加
者
が
、
や
が
て

ラ
イ
ン
状
に
収
束
し
て
き
ま
し
た
。
海
面
が

最
も
上
が
っ
た
満
潮
時
の
波
打
ち
際
に
漂
着

物
が
置
き
去
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
に
、
元
が
何

か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
小
さ
な
プ
ラ
ご
み
が
た

く
さ
ん
。
海
に
流
れ
出
て
砕
け
、
漂
い
、
海

底
に
沈
み
、
生
き
物
が
食
べ
た
か
も
し
れ
な

「
生
き
物
救
お
う
」プ
ラ
干
狩
り
日
本

◇
国
内
で
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
拾
い
は
、
次
の
各
社
・
各
団
体
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

共
催
：
「
ス
テ
ハ
ジ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
後
援
：
大
阪
府
、
㈱
Ｏ
Ｓ
Ｇ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
㈱
ウ

ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
協
力
：
象
印
マ
ホ
ー
ビ
ン
㈱
、
タ
イ
ガ
ー
魔
法
瓶
㈱
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
魔
法
瓶
工

業
㈱
、
㈱D

ESIGN
 W

O
RK

S A
N

CIEN
T

、
㈱
ア
カ
カ
ベ
、
㈱ Fast Fitness Japan

プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ

産
ん
だ
卵
を
、
保
護
グ
ル
ー
プ
が
孵ふ

化か

さ
せ

た
も
の
で
す
。
数
年
前
か
ら
恒
例
の
活
動

で
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
放
流
前
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

拾
い
も
し
ま
し
た
。
約
25
年
後
に
、
成
年
し

た
カ
メ
が
ビ
ー
チ
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

3
月
15
日
に
は
、
ア
チ
ェ
防
災
庁
主
催
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
生
態
系
に
基
づ
く
防
災

活
動
」
で
基
調
講
演
者
を
任
さ
れ
、
私
た
ち

の
活
動
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
ア
チ
ェ
の
沿
岸
災
害
の
防
止
と
軽
減
の
た

め
の
海
洋
生
態
系
の
保
全
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
役
割
」
。
海
洋
生
態
系
を
守
る
私
た
ち

の
活
動
が
役
立
つ
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
気
に
な
っ
た
の
は
、
会
議
で
出

さ
れ
た
水
の
ボ
ト
ル
と
コ
ッ
プ
が
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
だ
っ
た
こ
と
。
次
回
は
参
加
者
が
マ
イ

ボ
ト
ル
を
持
参
す
る
よ
う
に
と
主
催
者
に
呼

び
か
け
ま
す
。

津
波
を
防
い
で
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
植
林
＝

２
０
２
１
年
11
月
28
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ア
チ
ェ
州
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
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ラ
オ
ス
の
最
北
部
、
ポ
ン
サ
ー
リ
ー
県
ブ
ン
ヌ
ア
郡
の
農
村
地

域
に
あ
る
ナ
ン
フ
ェ
中
学
校
の
学
生
寮
再
建
に
向
け
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
７
月
20
日
ま
で
募
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
学
生

寮
を
１
棟
再
建
す
る
の
に
必
要
な
金
額
は
２
７
３
万
円
。
第
１
期

の
目
標
金
額
は
１
０
０
万
円
で
す
。
し
か
し
、
６
月
21
日
現
在
、

ま
だ
25
万
１
０
０
０
円
し
か
集
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
皆

さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

か
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
在
の
学
生
寮
に
は
生
徒
35
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。
学
校
か
ら

４
～
10
㎞
離
れ
た
村
に
家
が
あ
り
、
途
中
の
道
路
も
舗
装
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
季
節
に
よ
っ
て
は
通
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
で
す
。
寮
は
地
域
の
保
護
者
た
ち
が
協
力
し
合
っ
て
建
設
し
ま

し
た
が
、
恒
久
的
な
建
物
で
は
な
く
仮
設
寮
で
あ
り
、
上
の
写
真

の
よ
う
に
老
朽
化
が
進
み
、
毎
年
修
繕
が
必
要
な
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
生
徒
た
ち
の
学
校
生
活
や
学
習
環
境
に
大

き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

寮
に
住
む
35
人
の
生
徒
が
継
続
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
そ
し
て
安
心
で
安
全
な
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
学
生
寮

２
棟
を
建
設
し
ま
す
。
う
ち
１
棟
を
当
会
が
支
援
し
、
そ
こ
に
は

２
部
屋
と
２
つ
の
ト
イ
レ
が
備
え
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
教

育
や
進
学
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
、
皆
さ

ま
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ

坂
口
優
）

クラウドファンディングのお願い ラ
オ
ス
の
中
学
生
に

新
し
い
寮
を
目
標

100
万
円

老
朽
化
し
た
学
生
寮
と
、
そ
こ
で
暮
ら
す
中
学
生
た
ち
＝
ラ
オ
ス
、
ポ
ン
サ
ー
リ
ー
県

https://congrant.com/project/fund/4550

◀▲　クラウドファンディングは上のＵＲＬリンク
または左のＱＲコードからご参加いただけます

日
本
語
を
学
ぶ
京
都
の
学
校
の
前
で

レ
ジ
マ･

タ
パ･

マ
ガ
ー
ル
さ
ん
＝
写
真
右

＝
と
ル
ビ
ー･

バ
ッ
タ
ラ
イ
さ
ん
＝
同
左
。

食
料
が
十
分
に
は
生
産
さ
れ
て
い
な
い
ネ

パ
ー
ル
の
農
村
部
で
は
、
一
人
一
人
が
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
栄
養
知
識
を
持
ち
、
子
ど

も
た
ち
が
健
康
に
成
長
す
る
こ
と
が
、
持
続

的
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
都
市

部
で
は
徐
々
に
、
食
か
ら
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
栄
養
指
導
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
国
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
だ
け
な
く
、
誰
も
が
健
康
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
一
人
一
人
が
栄
養
知
識
や

栄
養
指
導
を
得
る
こ
と
に
よ
り
日
々
の
食
を

整
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

日
本
で
得
た
こ
と
実
行
し
た
い

２
人
は
、
留
学
を
め
ざ
し
た
き
っ
か
け
や

抱
負
を
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

レ
ジ
マ･

タ
パ･

マ
ガ
ー
ル

３
月
ま
で
ネ

パ
ー
ル
で
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ネ
パ
ー
ル
事
務
所
の

ス
タ
ッ
フ
で
し
た
。
農
村
地
域
で
の
活
動
の

中
で
気
づ
い
た
こ
と
は
、
子
ど
も
の
栄
養
失

調
の
多
さ
と
と
も
に
、
大
人
の
栄
養
障
害
に

よ
る
肥
満
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ

の
原
因
は
、
食
事
内
容
に
関
す
る
知
識
が
な

い
に
等
し
い
状
況
だ
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
私

は
、
栄
養
分
野
で
も
活
動
し
た
い
と
い
う
強

い
意
志
を
持
ち
ま
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
の
農
村
食
か
ら
健
康
づ
く
り

日
本
で
学
び
帰
国
し
た
後
は
、
栄
養
分
野

の
人
材
育
成
に
貢
献
し
、
健
康
的
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
た
め
に
、
栄
養
の
重
要
性
と
、

知
識
や
意
識
を
教
え
伝
え
る
活
動
を
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
栄
養
士
資
格
を
取
得
す
る

と
と
も
に
、
生
涯
の
知
識
と
な
る
日
本
語
能

力
を
身
に
つ
け
、
日
本
語
を
使
い
こ
な
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

ル
ビ
ー･

バ
ッ
タ
ラ
イ

私
は
ネ
パ
ー
ル

で
栄
養
学
の
修
士
号
を
既
に
得
て
い
ま
す
。

そ
の
学
び
の
中
で
、
人
々
の
栄
養
状
態
を
改

善
す
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
し
か

し
今
日
の
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
へ
き
地
で
の
栄

養
教
育
が
十
分
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
加
え

て
栄
養
状
態
や
人
々
の
健
康
を
改
善
す
る
た

め
の
十
分
な
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
は
、
平
均
寿
命
が
世
界
ト
ッ
プ
５
の

国
の
一
つ
で
す
。
食
生
活
と
食
科
学
の
発
展

が
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
日
本
の
栄
養
士
資
格
を
取
得
す
る

た
め
の
学
習
内
容
を
実
際
に
学
び
体
験
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
理
論
的
知
識
を

得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
私
の
国
で
応

用
し
て
実
行
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ

熱
田
典
子
）

※
こ
の
事
業
は
、
京
都
西
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
と
共
同
で
し
て
い
ま
す
。
34
㌻
に
同

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
紹
介
記
事
。

健
康
に
生
き
る
た
め
に
必
要
な
栄
養
指
導
が
届
い
て
い
な
い
ネ
パ
ー
ル

農
村
部
の
人
々
の
今
の
状
況
を
自
分
た
ち
の
手
で
改
善
し
た
い
と
、
同
国

の
女
性
２
人
が
４
月
に
来
日
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
日
本
語
を
習
得
し
て
日

本
の
栄
養
士
課
程
で
学
び
、
栄
養
士
の
資
格
を
得
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
で
は
、
彼
女
た
ち
が
学
び
と
活
動
を
実
現
で
き
る
よ
う
、

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
っ
て
い
ま
す
（
一
口
１
万
２
０
０
０
円
）
。
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
ぶ
２
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に

栄養士留学 支援のお願い

皆さまのご支援　募っています！
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過
ご
し
ま
し
た
。
大
学
・
大
学
院
に
行
き
な

が
ら
大
学
助
手
、
高
校
教
師
、
漫
画
家
、
シ

ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
、
俳
優
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
…

…
と
い
ろ
ん
な
仕
事
を
楽
し
く
や
っ
て
い
た

ん
で
す
が
、
70
年
代
も
終
わ
り
の
方
に
な
っ

て
、
な
ん
で
も
屋
さ
ん
に
な
っ
て
は
い
け
な

い
、
何
か
専
門
を
持
っ
て
ト
コ
ト
ン
や
ら
な

き
ゃ
人
生
意
味
が
な
い
と
悩
み
、
選
ん
だ
の

が
音
楽
で
し
た
」

「
ボ
ス
ト
ン
の
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
大
学
に

留
学
し
ま
し
た
。
私
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
で

米
国
籍
を
有
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
に
住

ん
で
い
た
留
学
前
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
、
二

重
国
籍
か
ら
日
本
を
選
ん
で
戦
争
に
行
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に
端
を
発
し
て
10
年
以

上
日
本
に
帰
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
７
年

の
裁
判
の
後
、
永
住
権
を
獲
得
。
そ
し
て
日

本
の
母
校
で
教き

ょ
う
べ
ん鞭

を
執
る
こ
と
に
な
っ
て
12

年
ぶ
り
に
帰
国
。
京
都
で
の
凱が

い

旋せ
ん

コ
ン
サ
ー

ト
の
２
日
前
に
依
頼
さ
れ
た
の
が
、
大
阪
女

学
院
で
の
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
30
年
前
の
話
で
す
」

「
以
来
、
帰
国
す
る
た
び
に
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
に

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
大
阪
・
京

都
・
神
戸
・
和
歌
山
な
ど
の
関
西
地
区
は
も

ち
ろ
ん
、
東
日
本
大
震
災
後
の
東
北
コ
ン
サ

ー
ト
、
熊
本
地
震
後
の
復
興
コ
ン
サ
ー
ト
、

ネ
パ
ー
ル
地
震
の
復
興
コ
ン
サ
ー
ト
、
そ
の

他
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、

中
国
な
ど
に
も
関
わ
れ
た
こ
と
、
直
接
的
に

も
間
接
的
に
も
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
に
感
謝
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員

辻
賢
二
）

農地と森再生 フィリピンでの取り組み

Ａ
Ｆ
Ｓ
ソ
ル
ソ
ゴ
ン
代
表

ジ
ー
ナ
・
ヤ
ッ
プ

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
農
村
で
は
、
ほ
と
ん
ど
人

が
小
作
人
と
し
て
働
く
か
、
狭
い
土
地
で
作

物
を
育
て
、
わ
ず
か
な
収
穫
物
を
市
場
で
売

っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
一
時
期
、
収
穫
を

増
や
す
た
め
に
木
々
を
伐
採
し
、
安
い
農
薬

や
化
学
肥
料
を
使
っ
て
同
じ
土
地
に
同
じ
作

物
を
繰
り
返
し
栽
培
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
土
が
汚
染･

劣
化
し
た
た
め
収
穫
が
減

り
、
貧
し
い
人
は
よ
り
貧
し
く
な
る
悪
循
環

に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ

感
染
が
深
刻
に
な
っ
て
物
価
が
高
騰
し
、
村

か
ら
村
へ
の
移
動
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
ま
し

た
。
農
業
に
携
わ
る
人
々
か
ら
相
談
を
受

け
、
人
々
が
自
然
と
と
も
に
生
き
て
い
け
る

農
地
と
森
を
再
生
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ソ
ル
ソ
ゴ
ン
州
マ
ト
ノ
ッ

グ
の
ト
ゥ
ガ
ス
村
は
、
町
か
ら
遠
く
離
れ
、

公
共
交
通
機
関
の
な
い
山
に
近
い
、
閉
ざ
さ

れ
た
土
地
で
す
。
今
ま
で
森
か
ら
無
料
で
得

ら
れ
る
収
穫
で
暮
ら
し
て
い
た
人
々
は
、
最

初
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
懐
疑
的
で
し
た
。
し

か
し
話
し
合
い
を
重
ね
、
す
で
に
有
機
肥
料

作
り
を
始
め
て
い
た
現
地
の
女
性
グ
ル
ー
プ

育った植え付け前の苗木を見る、農業プロジェクト中心メン
バーのソニアさん＝フィリピン、ソルソゴン州トゥガス村

や
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
す
若
者
た
ち
が

少
し
ず
つ
活
動
に
参
加
す
る
中
で
、
徐
々
に

好
意
的
に
受
け
取
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
か
ら
の
支
援
を
受
け
、
ま
ず
は
２
㌶

の
土
地
を
再
生
す
る
た
め
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
、

バ
ナ
ナ
、
サ
ト
イ
モ
、
カ
ラ
マ
ン
シ
ー
、
キ

ャ
ッ
サ
バ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
間
作
法
を
始

め
ま
し
た
。
雨
水
や
湧
き
水
を
た
め
る
タ
ン

ク
を
設
置
し
、
苗
木
を
つ
く
り
、
有
機
肥
料

で
土
壌
を
改
良
し
、
植
え
付
け
ま
し
た
。

今
ま
で
は
自
然
に
育
っ
た
果
樹
か
ら
収
穫

す
る
だ
け
で
し
た
が
、
伸
び
す
ぎ
た
枝
を
切

り
、
絡
ま
っ
た
ツ
タ
を
除
い
た
り
す
る
こ
と

で
、
長
い
期
間
、
多
く
の
果
物
を
収
穫
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
切
っ
た
枝
は
薪ま

き

や

木
炭
に
、
落
ち
葉
は
肥
料
に
、
大
き
な
古
い

木
は
材
木
と
し
て
使
え
ま
す
。

多
く
の
種
類
の
作
物
を
育
て
る
こ
と
で
、

村
人
の
食
物
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
子
ど

も
の
栄
養
改
善
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
有
機
肥
料
で
育
て
ら
れ
た
安
全
な
食
物

や
安
全
な
飼
料
で
育
っ
た
家
畜
は
、
都
会
の

健
康
志
向
の
人
々
か
ら
高
い
関
心
が
寄
せ
ら

れ
、
今
ま
で
よ
り
高
い
価
格
で
の
販
売
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

今
は
、
農
業
用
水
と
タ
ン
パ
ク
質
食
料
を

確
保
す
る
た
め
の
養
殖
池
を
建
設
中
で
、
多

様
な
植
物
の
育
て
方
を
学
べ
る
研
修
農
場
作

り
に
も
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ト
ゥ
ガ
ス

小
学
校
で
は
、
生
徒
た
ち
に
食
物
の
栽
培
を

教
え
る
場
と
し
て
こ
の
農
場
を
利
用
し
て
お

り
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
も
強
ま
っ
て

き
ま
し
た
。

安
定
し
た
生
産
量
の
確
保
や
作
物
の
販
路

開
拓
な
ど
、
ま
だ
課
題
は
山
積
み
で
す
が
、

森
の
生
態
系
を
守
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の

世
代
が
自
身
の
手
で
生
計
が
立
て
ら
れ
る
農

業
を
村
で
で
き
る
よ
う
に
、
研
修
も
含
め
た

５
年
間
の
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
日
本

の
農
業
や
里
山
保
全
の
取
り
組
み
も
、
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
農
村
の
貧
困
の
根
本

的
な
問
題
解
決
に
向
け
て
、
引
き
続
き
ご
支

援
く
だ
さ
い
。

国内外のさまざまなイベントをＨＰに載せています。記事についての
お問い合わせはＪＡＦＳへ＝裏表紙にアドレス、連絡先
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チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
重
ね
30
年

震
災
か
ら
の
復
興
や
ア
ジ
ア
を
支
援

京
都
地
区
会
で
は
「
第
５
回
竹た

け
な
か
ま
こ
と

中
真
・
京

都
チ
ャ
リ
テ
ィ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
６

月
18
日
、
京
都
の
洛
南
教
会
で
開
催
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
心
配
し
ま
し
た
が
、

49
名
が
集
ま
り
、
戦
争･

平
和･

夏
を
テ
ー
マ

に
し
た
ジ
ャ
ズ
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
後
半

は
会
場
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
曲
が
演
奏
さ

れ
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
協
力
金
は
、
イ
ン
ド
と
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
子
ど
も
教
育
支
援
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

竹
中
真
さ
ん
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
コ
ン
サ
ー
ト
で
30
年
来
、
ピ
ア
ノ
を
演
奏

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
振
り
返
り
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
や
社
会
奉
仕
活

動
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
１
９
７
０
年
代
の
ほ
と
ん
ど
を
東
京
で

ジャズピアニスト･竹中 真さん

㊤曲の背景についての解説も参加者の楽しみ＝
６月18日、洛南教会　㊦演奏中の竹中真さん

「
自
然
と
と
も
に
生
き
よ
う
」

  
農
地
と
森
再
生

フィリピン、トゥガス村での取り組み
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Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
な
に
わ
南
地
区
会
の
新
た
な
拠

点
と
な
る
「
ノ
ア
ノ
ア
カ
フ
ェ
」
（
大
阪
市

平
野
区
）
の
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
た
講
演
会

と
パ
ー
テ
ィ
を
、
５
月
28
日
土
曜
日
に
開
催

快
晴
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
に
12
人

４
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ア
ジ
ア
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
国
際
基
金
に
協
力
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
、
大
阪
府
富
田
林
市
の
聖

丘
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
き
ま
し
た
。
快

晴
で
、
八
重
桜
が
満
開
目
前
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会

員
と
、
私
の
所
属
す
る
八
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
か
ら
の
６
名
（
う
ち
私
ら
２
名
は
Ｊ
Ａ

Ｆ
Ｓ
会
員
）
を
合
わ
せ
計
12
名
が
参
加
。
４

組
に
分
か
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
ゴ
ル
フ
を

楽
し
み
ま
し
た
＝
写
真
。

こ
の
基
金
は
、
ア
ジ
ア
の
仲
間
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
の
強
化
、
人
財
育
成
、
ア
ジ

ア
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
協

力
な
ど
の
資
金
の
母
体
で
す
。
様
々
な
催
し

を
計
画
し
て
お
り
、
ゴ
ル
フ
も
そ
の
ひ
と

つ
。
国
内
で
は
参
加
者
が
プ
レ
ー
費
と
別
に

一
人
５
千
円
を
基
金
に
寄
託
し
ま
す
。
昨
年

暮
れ
に
堺
市
の
泉
ヶ
丘
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
初
回
を
開
き
、
今
回
が
２
回
目
で
し
た
。

ゴ
ル
フ
後
は
表
彰
式
。
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方

式
（
初
心
者
で
も
上
級
者
で
も
平
等
に
上
位

入
賞
で
き
る
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
算
出
方

式
）
で
、
運
よ
く
私
が
優
勝
で
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
村
上
事
務
局
長
も
駆
け
つ
け
、

参
加
者
全
員
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
基
金
に
寄
せ
ら
れ
た
お
金
は
、
不
参
加

の
１
人
か
ら
の
分
も
含
め
て
６
万
５
千
円
。

ア
ジ
ア
の
仲
間
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

次
は
８
月
１
日
、
堺
市
の
泉
ヶ
丘
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
催
す
予
定
で
す
。
５
組
先
着

20
名
、
雨
天
中
止
。
参
加
申
込
み
、
問
合
わ

せ
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
事
務
局
の
岡
本
ま
で
。
皆

さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
理
事

西
田
貞
之
）

JAFSプラザ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
仲
間
づ
く
り
の
場

し
ま
し
た
。
当
日
は
会
員
は
じ
め
近
隣
の
方

々
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
の
留
学
生
、
近

く
の
小
学
生
を
含
め
約
１
０
０
名
の
皆
さ
ん

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

盲
目
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
西に

し
か
め亀

真ま
こ
とさ

ん
に
よ

る
、
生
き
る
勇
気
に
満
ち
た
記
念
講
演
＝
写

真
＝
を
皮
切
り
に
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
ジ

ャ
ケ
ル
さ
ん
の
日
本
で
の
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験

談
を
は
じ
め
、
晴
天
の
下
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
歌
と
踊
り
、
日
本
殺
陣
道
協
会
に
よ

る
忍
者
寸
劇
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
（
ノ
ア
ノ
ア
カ
フ
ェ
特
製
牛
す
じ

カ
レ
ー
）
の
後
は
カ
フ
ェ
内
の
３
カ
所
に
分

か
れ
て
、
西
亀
さ
ん
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

屋
外
で
の
紙
飛
行
機
大
会
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
体

験
な
ど
を
満
喫
い
た
だ
き
無
事
終
了
し
ま
し

た
。「

ノ
ア
ノ
ア
カ
フ
ェ
」
は
、
障
が
い
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
基
盤
と
す
る
ノ
ア
ノ
ア

グ
ル
ー
プ
が
運
営
管
理
を
行
う
新
し
い
交
流

の
場
で
、
障
が
い
を
持
つ
方
々
と
の
共
存
を

願
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
な
に
わ
南
地
区
会
は
、
地
区

の
枠
を
越
え
て
多
く
の
方
々
に
参
加
い
た
だ

き
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
魅
力
を
伝
え
、
楽
し
い
仲

間
づ
く
り
が
で
き
る
活
動
を
進
め
て
参
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
な
に
わ
南
地
区
会
会
長

　
　
　
　
　
　

中
西
豊
次
・
出
口
貴
之
）

日
銀
支
店
長
か
ら
聞
く
金
融
経
済
動
向

５
月
20
日
、
日
本
銀
行
理
事
大
阪
支
店
長

・
高
口
博
英
氏
を
お
迎
え
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ

法
人
賛
助
会
主
催
の
卓
話
並
び
に
懇
親
会

が
、
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

高
口
支
店
長
か
ら
は
、
現
在
の
金
融
経
済

動
向
を
世
界
経
済
・
日
本
経
済
・
関
西
経
済

の
三
つ
の
視
点
か
ら
分
析
・
解
説
の
上
、
中

長
期
的
な
課
題
と
し
て
、
世
界
的
な
潮
流

で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
化
・
脱
炭
素
化
へ
の
迅

速
か
つ
果
断
な
取
り
組
み
の
必
要
性
と
、

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
で
期
待
さ
れ

る
テ
ー
マ
・
分
野
へ
の
ご
教
示
が
あ
り
ま
し

た
。さ

ら
に
、
短
期
的
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
世
界
的
な
物

価
上
昇
が
、
中
長
期
的
に
は
、
日
本
の
物
価

と
賃
金
の
動
向
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
脱
炭
素

化
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
分
断
リ
ス
ク
と

い
っ
た
事
案
が
、
今
後
の
注
目
点
と
な
る
と

の
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

卓
話
終
了
後
に
は
、
高
口
支
店
長
を
交
え

て
、
和
や
か
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加

者
は
、
有
意
義
な
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　

  

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員

岡
田
一
）

講
演
会「
パ
ン
ツ
を
脱
い
だ
日
か
ら
」

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
出
身
の
日
本
人
、
マ
ホ

ム
ッ
ド
・
ジ
ャ
ケ
ル
さ
ん
の
著
書
「
パ
ン
ツ

を
脱
い
だ
あ
の
日
か
ら
・
日
本
と
い
う
国
で

生
き
る
―
日
本
社
会
の
一
員
と
な
っ
た
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
人
の
物
語
」
。
こ
の
出
版
記
念

講
演
会
が
、
５
月
21
日
、
大
阪
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

約
１
５
０
名
で
し
た
。

本
講
演
会
は
、
当
会
会
員
で
多
く
の
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
人
留
学
生
の
お
世
話
を
さ
れ
て

い
る
ジ
ャ
ケ
ル
さ
ん
を
支
え
る
多
く
の
仲
間

た
ち
の
力
で
実
現
し
ま
し
た
。
そ
の
一
人
、

西に
し
か
め亀

真ま
こ
とさ

ん
か
ら
の
報
告
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◇

私
は
マ
ホ
ム
ッ
ド
・
ジ
ャ
ケ
ル
さ
ん
の
本

作
り
の
お
手
伝
い
を
し
た
、
盲
人
の
西
亀
真

で
す
。

今
回
の
講
演
会
で
「
自
分
の
身
に
禍
や
困

難
が
降
り
か
か
っ
て
き
た
時
に
、
ど
う
考

え
、
ど
う
受
け
止
め
る
か
が
大
事
だ
」
と
学

ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
一
例
が
、
本
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ

た
『
パ
ン
ツ
を
脱
い
だ
あ
の
日
か
ら
…
』
の

銭
湯
で
の
話
で
す
。
ど
う
し
て
も
最
後
の
パ

ン
ツ
が
脱
げ
な
い
ジ
ャ
ケ
ル
さ
ん
が
番
台
の

お
ば
さ
ん
に
注
意
さ
れ
、
悩
ん
だ
末
「
自
分

の
文
化
と
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
な
い
と
新
し
い

こ
と
が
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
、
泣
き
な
が
ら

も
思
い
切
っ
て
パ
ン
ツ
を
脱
ぎ
ま
し
た
。
講

演
で
は
、
そ
の
時
の
悲
し
み
の
独
り
言
を
ベ

ン
ガ
ル
語
の
涙
声
で
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
初
め
て
の
居
酒
屋
の
ア
ル
バ
イ
ト

で
、
店
長
か
ら
罵
倒
さ
れ
、
侮
辱
さ
れ
、
そ

の
悲
し
み
と
怒
り
を
抑
え
き
れ
な
く
な
り
、

そ
の
時
に
歌
っ
た
祖
国
の
一
番
悲
し
い
歌
を

歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

祖
国
を
思
い
、
悲
し
み
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ

そ
う
な
ジ
ャ
ケ
ル
さ
ん
の
心
が
込
め
ら
れ
た

歌
に
、
自
然
と
涙
が
頬
を
つ
た
い
ま
し
た
。

昔
聞
い
た
「
優
し
い
人
の
心
に
は
、
痛
み
に

耐
え
た
傷
が
あ
る
」
の
言
葉
が
思
い
出
さ
れ

ま
し
た
。
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
ジ
ャ
ケ
ル
さ

ん
、
素
晴
し
い
講
演
会
を
あ
り
が
と
う
。

（
盲
目
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
幸
せ
の
入
り
口
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

西
亀
真
）

＊
本
書
籍
は
、
ご
ま
書
房
新
社
発
行
。
定
価

１
４
３
０
円
。
大
手
書
店
お
よ
び
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ

に
て
販
売
。

＊
講
演
会
の
参
加
費
の
一
部
は
、
困
窮
す
る

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
留
学
生
の
支
援
に
充
て

ら
れ
ま
す
。
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国
連
の
「
世
界
水
の
日
」
（
３
月
22
日
）
に
ち
な
ん
で
、
世
界
と
水
と
の
つ
な
が

り
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
水
の
大
切
さ
を
考
え
て
ほ
し
い
と
の
思
い

か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
今
春
、
「
水
と
私
た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
第
１
回
「
水
」
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。
国
内
外
か
ら
24
点
の
応
募
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
延
期
し
て
い
た
応
募
作
品
の
写
真
展
と
審
査
会
を
５
月
22
日
～
24
日
、
大
阪
市
西

区
の
官
報
ビ
ル
８
階
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
開
催
。
会
場
に
来
た

方
41
名
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
58
名
に
よ
る
投
票
と
、
審
査
委
員
４
名
に
よ
る
審
査
の
結

果
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
新
鮮
な
水
が
行
き
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
村
で
、

水
し
ぶ
き
を
顔
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
て
喜
ぶ
少
女
を
撮
っ
た
ネ
パ
ー
ル
の
レ
シ
ナ
・

バ
ジ
ュ
ラ
チ
ャ
リ
ヤ
さ
ん
の
「T

o every drop w
ater, there is a story of life

（
水
滴
の
数
だ
け
、
命
の
物
語
が
あ
る
）
」
を
最
優
秀
賞
に
選
ん
だ
の
を
は
じ
め
、

優
秀
賞
２
点
、
佳
作
３
点
の
合
計
６
点
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

最優秀賞  To every drop water, there is a story of life - 水滴の数だけ、命の物語がある（レシナ･バジュラチャリヤ、ネパール）

佳
作
水
と
都
市
（
小
出
由
美
）

佳
作
水
と
灯
（
齊
藤
誠
）

They don’t need gym to be fit - 健康の
ためのジムはここでは必要ない（レ
シナ･バジュラチャリヤ、ネパール）

We never know the worth of water until the well is dry - 井戸水が枯れて初
めて水の価値を知る（オム･クリシュナ･タンドゥカール、ネパール）

Being a girl child in village comes with huge responsibilities - 大きな責任
を背負う村の女の子（オム･クリシュナ･タンドゥカール、ネパール）

開
催
委
員
長

米
田
明
正

投
票
く
だ
さ
っ
た
方
々
か
ら
「
ど
れ

も
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
あ
る
、
水
と
私
た

ち
の
生
活
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
写
真

で
し
た
」
「
と
て
も
素
敵
な
写
真
ば
か

り
で
感
動
し
ま
し
た
。
水
に
つ
い
て
考

え
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
な
ど
と

た
く
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
第
２
回
は
さ
ら
に
大
き
な
コ
ン

テ
ス
ト
に
成
長
さ
せ
、
来
年
の
「
世
界

水
の
日
」
も
、
よ
り
多
く
の
人
と
と
も

に
水
に
つ
い
て
考
え
る
日
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

優秀賞

優秀賞

佳作

小
さ
な
幸
せ
の
物
語

最
優
秀
賞
の

レ
シ
ナ･

バ
ジ
ュ
ラ
チ
ャ
リ
ヤ
さ
ん

写
真
の
裏
側
に
は
い
つ
も
小
さ
な
物

語
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
写

真
の
裏
側
に
も
、
幸
せ
の
物
語
が
あ
り

ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
で
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
完
了
し
、
各
家
庭
に
「
水
」
が
行
き

渡
る
よ
う
に
な
っ
た
幸
せ
。
以
前
は
、

家
事
の
た
め
に
何
㎞
も
歩
い
て
水
を
く

み
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
各

家
庭
で
水
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
人
々
は
幸
せ
に
満
ち
あ
ふ
れ
、

こ
の
写
真
の
女
の
子
は
い
つ
で
も
自
由

に
顔
を
洗
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ

は
彼
女
に
と
っ
て
大
き
な
変
化
で
す
。

最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
と
知
り
、

私
の
心
は
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。
多
く
の
人
の
幸
せ
と
喜
び
の
思

い
を
こ
の
写
真
に
込
め
、
み
な
さ
ん
と

共
有
で
き
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

最優秀賞にレシナさん（　）
第１回 JAFS 「水」写真コンテスト

ネパ
ール
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み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

井
戸
が
で
き
た
村

安
全
で
衛
生
的
な
水
を
確
保
で
き
な
い
ア
ジ
ア
の

地
域
に
井
戸
が
で
き
て
生
活
基
盤
が
整
い
、
自
立
へ

一
歩
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
寄
贈
く

だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

生
い の ち

命の水 うるおす未来

■井戸１基の建設に必要な費用■（2018年4月現在）
インド＝60万円 　　フィリピン＝33万円 
カンボジア＝28万円 　　スリランカ＝22万円 
ネパール＝17万円（パイプライン＝25 ～ 150万円）
バングラデシュ＝浅井戸22万円、深井戸55万円
※５年間のメンテナンス費、現地管理費を含む概算です。※現地資材費高騰により費

用を１割増に変更させていただきます。ご理解ご協力をお願いいたします。

■お振込み先■ ・郵便振替 00960-6-10835  アジア協会アジア友の会

・三菱UFJ銀行大阪中央支店 普通1968711 公益社団法人アジア協会アジア友の会

　井戸の寄贈にご協力ください。あなたの力がアジアの人々の
命を助けます。ご寄贈者に完成報告書、写真、パネル写真を届
け､ 現地の井戸に、ご寄贈者のネームプレートを設置します。

詳
し
く
は
ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の
会

☎
０
６
︱
６
４
４
４
︱
０
５
８
７

へ

ご寄付には
税の優遇措置が

受けられます

イ
ン
ド

夏も枯れない井戸で生活向上 【寄贈者】株式会社ユニコーン 様

　この村は周りを深い森に囲まれてお
り、森に植わっているモハの花や種、
竹などの採取、はちみつ採取、さらに
農業で生計を立てています。村にはこ
れまで掘り抜き井戸と開放井戸がそれ
ぞれ１つずつありましたが、夏季にな
ると水が乾き、人々は池の水を使う
か、３km先にある隣村まで水をくみ
に行かなければなりませんでした。
今、この村の人々は、新しい井戸のお
かげでとても幸せに暮らしています。
夏場も水を確保できるようになり、生
活が向上しました。

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ガ
ッ
チ
ロ
リ
県
ラ
ン
プ
リ
村

受
益
者
:
65
世
帯
３
４
５
人

井
戸
の
形
式
:
ポ
ン
プ
式
（
深
さ
60
ｍ
）

【寄贈者】JAFS宇治地区会 様 管理組合を作って次の世代へ
　村の気候は、年間通して非常に暑く
乾燥しています。昔掘られた浅い井戸
は水量も少なく、飲料には不適でした
が、他に水源がなく、その水を飲まざ
るを得ませんでした。井戸が寄贈さ
れ、干ばつのときでも心配せずに水を
得られるようになりました。今までは
毎日どのように水を手に入れるかが大
きな悩みでしたが、安全な水が得られ
る井戸が完成し、とても喜ばれていま
す。次の世代も安全な水が使えるよう
井戸の水を守っていくために、村に組
合を作って維持管理します。

ウ
バ
州
バ
ド
ゥ
ラ
県
プ
ジ
ャ
ナ
ガ
ラ
ヤ
村

受
益
者
:
11
世
帯
48
人

井
戸
の
形
式
:
露
天
式
（
深
さ
８
・
５
ｍ
）

ス
リ
ラ
ン
カ

井戸ができた村

【寄贈者】一般財団法人Ｈ2Ｏサンタ 様 小さな子どもに清潔な水
　ここは、ムサハール族が住む地区で
す。彼らの多くは15年前洪水で住居を
流されて住まいを転々と変え、この
地を新たな永住地としました。現在
は132世帯となり、今も増加していま
す。ムサハール族は不可触民の社会に
属しており、さまざまな差別に遭って
います。多くは定職を持たず、貧しい
人たちがほとんどです。これまで水を
確保することに大変苦労していました
が、今は水があり、小さい子どもたち
をケアする上で、手や顔を洗うなど清
潔を保つことが容易になりました。

第
４
州
ナ
ワ
ル
プ
ル
郡
カ
ワ
ソ
テ
ィ
市
第
13
区
ゴ
イ
リ
村

直
接
受
益
者
:
25
人
、
間
接
受
益
者
:
１
３
２
世
帯

井
戸
の
形
式
:
手
押
し
ポ
ン
プ
式
（
深
さ
６
・
１
ｍ
）

感染予防の手洗いができる 【寄贈者】谷口ちゑ子 様

　この学校のある地域は、社会的に弱
い立場の人々が多くいます。以前は学
校に校舎もなく、1993年にJAFSを通
じて校舎を建設しました。その後も当
会は、子どもたちの健全育成、学校を
通じての良き地域づくりなどをめざし
て活動続けています。この井戸ができ
るまでは、学校生活の中で定着してい
る給食や清掃活動ができず、子どもた
ちへ安全な水を供給することができま
せんでした。井戸のおかげで、コロナ
感染予防の手洗いも行えるようになり
ました。

第４州ナワルプル郡カワソティ市第13区スリーサンティ小学校　
受益者：160人　井戸の形式：手押しポンプ式＋水道（深さ９m）

ネ
パ
ー
ル

子どもを泣かせず水くみできる 【寄贈者】田代 博 様

　受益者の声です。「私たちには小さ
な子どもがいますが、これまでは子ど
もを置いて水くみをさせてくれる井戸
を探し、戻ってきたときに泣きじゃく
っていることが何度もありました。ま
た、水を十分に使えないため、子ども
が手を汚したり顔に食べ物をつけて
も、すぐにきれいに洗ってあげること
ができませんでした。しかしこの度、
とてもきれいな水を、生活の場で得る
ことができるようになりました。安堵
した気持ちで生活できるようになり、
心から感謝しています」　

第
４
州
ナ
ワ
ル
プ
ル
郡
カ
ワ
ソ
テ
ィ
市
第
13
区
ゴ
イ
リ
村

直
接
受
益
者
:
16
人
、
間
接
受
益
者
:
１
３
２
世
帯

井
戸
の
形
式
:
手
押
し
ポ
ン
プ
式
（
深
さ
６
・
１
ｍ
）
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2021年の活動報告 みなさまのお力で
◀ 達成できました

さらに各国から ▶

要請が来ています

　2021年度もコロナ禍による種々の行動制限が国内外と
も続く困難な状況ながら、必要な活動は最小限遂行でき
ました。特にコロナ募金へのご寄付により、コロナの影
響を受けた国内外の生活困窮者への支援を最優先で行い

ました。従来のアジア支援活動は、現地情勢に応じ必要
不可欠なものを実施、他は中止･延期しました。2022年度
も様々な支援要請が来ています。アジアの人々と連携
し、貧しい人々の経済的自立に向け取り組み続けます。

2022年の支援事業

２
０
２
１
年
度
の
小
規
模
産
業
育
成
・
職

業
訓
練
事
業
は
次
の
よ
う
で
し
た
。

貧
困
対
策
事
業

農村の所得向上、障がい者支援

イ
ン
ド
・
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ア
ム
ラ
ワ

テ
ィ
県
の
女
性
グ
ル
ー
プ
の
養
鶏
事
業
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
実
施
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
農
村
世
帯
の
所
得
向

上
を
目
指
し
た
小
規
模
零
細

事
業
へ
の
資
金
提
供
は
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
実
施
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
で
は
イ
ン
ド
ラ

ワ
テ
ィ
村
の
継
続
的
な
農
業

振
興
活
動
に
向
け
て
、
人
材

育
成
の
た
め
に
、
村
の
若
者

に
対
し
て
農
業
専
門
高
等
学

校
へ
の
奨
学
生
支
援
を
し
ま

し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ソ
ル
ソ
ゴ

ン
州
で
は
農
漁
村
の
所
得
向

上
を
目
指
し
、
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
植
林
地
の
整
備
や
漁
場
づ

く
り
の
継
続
の
ほ
か
、
海
ご

み
対
策
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
農
村
地
域
の
生
活
困
窮

者
の
収
入
向
上
の
た
め
に

は
、
有
機
肥
料
に
よ
る
土
壌

改
良
、
養
殖
池
の
設
置
、
実

2021年夏季募金でインド・マ
ハラシュトラ州ダルマプール村
にできた井戸

２
０
２
１
年
度
は
ア
ジ
ア
６
カ
国
（
イ
ン

ド
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ネ
パ
ー

ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の

農
村
地
域
40
カ
所
に
、
飲
料
水
の
井
戸
お
よ

び
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
61
基
を
完
成
す
る
こ
と

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
井
戸
61
基
を
完
成

水  

事
業

イ
ン
ド
・
ム
ス
カ
村
の
診
療
所
で
診
察
を

受
け
る
患
者

習
の
た
め
の
農
園
づ
く
り
を
開
始
し
ま
し

た
。フ

ィ
リ
ピ
ン
・
ア
ン
テ
ィ
ー
ケ
州
パ
ン
ダ

ン
町
の
障
が
い
者
に
対
し
、
通
院
や
福
祉
機

器
運
搬
の
協
力
、
ま
た
コ
ロ
ナ
下
で
の
困
窮

に
対
し
救
援
物
資
を
配
布
し
ま
し
た
。
障
が

い
児
童
の
卒
業
後
の
自
立
を
目
指
し
、
再
生

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
エ
コ
ブ
リ
ッ
ク
製
造
機
材
を

支
援
し
ま
し
た
。

保
健
衛
生
と
医
療
を
支
援

イ
ン
ド
・
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ム
ス
カ
村

の
病
院
運
営
を
支
援
し
、
看
護
師
１
名
の
常

駐
、
医
師
１
名
の
週
１
回
派
遣
に
よ
り
、
定

期
診
療
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
ま
た

酸
素
濃
度
計
や
血
圧
計
、
車
椅
子
な
ど
不
足

し
て
い
た
医
療
機
器
を
導
入
し
、
医
療
基
盤

を
整
え
ま
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
の
シ
ン
ド
ゥ
パ
ル
チ
ョ
ー
ク

郡
、
カ
ト
マ
ン
ズ
郡
、
ナ
ワ
ル
プ
ル
郡
の
農

村
女
性
を
対
象
に
、
健
康
維
持
の
た
め
の
講

習
、
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
の
配
布
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
実
施
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
現
地
で
ナ
プ
キ
ン
を
製
作
す

る
た
め
に
、
女
性
６
名
に
講
習
し
ま
し
た
。

提
携
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
運
営
助
成

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
現
地
提
携
団
体
の
運
営
と
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
強
化
の
た
め
に
、
Ｒ
Ｕ
Ｄ
Ｙ
Ａ

と
Ｈ
Ｄ
Ｓ
Ｉ
（
イ
ン
ド
）
、
Ｋ
Ａ
Ｆ
Ｓ
（
カ

ン
ボ
ジ
ア
）
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｖ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ａ
（
ス

リ
ラ
ン
カ
）
に
運
営
費
を
助
成
し
ま
し
た
。

2021年活動報告･2022年事業計画

環
境  

事
業

植
林
や
環
境
教
育
で
未
来
づ
く
り

村の環境保全のための植林（スリランカ・ラトナプラ県）

１
９
８
６
年
に
発
足
し
た
グ
リ
ー
ン
ス
カ

ウ
ト
運
動
（
環
境
保
全
市
民
運
動
）
は
、
現

地
提
携
団
体
を
中
心
に
、
地
球
環
境
保
全
に

関
す
る
様
々
な
啓
発
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド･

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
の
学
校
で

グ
リ
ー
ン
ス
カ
ウ
ト
啓
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
お

よ
び
２
０
０
本
の
植
林
を
し
ま
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
の
イ
ン
ド
ラ
ワ
テ
ィ
村
で
は
、

環
境
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
リ
ー
ダ
ー

が
ご
み
分
別
講
習
を
受
け
、
焼
却
炉
兼
ご
み

箱
を
10
カ
所
に
設
置
し
ま
し
た
（
り
そ
な
ア

ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
財
団
助
成
）
。
ま
た
２

カ
村
４
校
に
て
、
３
Ｒ
活
動
、
地
域
や
学
校

の
清
掃
美
化
活
動
、
植
林
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
各
地
域
で
環
境
学
習

や
清
掃
活
動
な
ど
を
推
進
し
ま
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
学
校
を
拠
点
に
環
境

学
習
や
清
掃
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

ネ
パ
ー
ル
で
は
森
林
破
壊
の
歯
止
め
と
薪

の
代
替
燃
料
確
保
の
た
め
、
牛
糞
発
酵
バ
イ

オ
ガ
ス
の
普
及
を
促
し
ま
し
た
。
シ
ン
ド
ゥ

パ
ル
チ
ョ
ー
ク
郡
の
20
世
帯
に
各
１
基
の
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
新
た
に
設
置
し
、
薪

の
年
間
使
用
量
を
51
ト
ン
削
減
で
き
、
二
酸

化
炭
素
排
出
を
年
間
１
０
０
ト
ン
抑
え
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
（
一
部
、
り
そ
な
ア

ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
財
団
助
成
）
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
チ
ェ
州
で
、
防
潮
林

と
し
て
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
６
千
本
の
植
林
と
、

小
・
中
学
校
で
の
海
洋
環
境
保
全
教
育
を
行

い
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
よ
る
環
境
啓

発
や
、
河
川
と
海
の
清
掃
活
動
も
実
施
し
ま

し
た
（
公
益
信
託
地
球
環
境
基
金
助
成
）
。

ネ
パ
ー
ル
で
、
森
を
守
り
村
民
が
憩
う

公
園
を
創
る
た
め
７
５
０
本
を
植
林
し
ま

し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
に
よ
る
緑
化
を
開

始
し
、
日
陰
樹
１
０
０
本
と
コ
ー
ヒ
ー
苗

２
０
０
本
の
植
樹
、
お
よ
び
コ
ー
ヒ
ー
苗

１
万
床
の
育
苗
を
し
ま
し
た
（
「
緑
の
募

金
」
公
募
事
業
）
。

グ
リ
ー
ン
ス
カ
ウ
ト
運
動

セ
ミ
ナ
ー
や
水
源
林
植
林

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
４
県
４
校
で
、
学

校
周
辺
の
緑
化
と
環

境
教
育
の
た
め
、
ジ

ャ
ッ
ク
フ
ル
ー
ツ

３
千
本
を
植
林
し

ま
し
た
（
連
合･

愛

の
カ
ン
パ
中
央
助

成
）
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ア

ン
テ
ィ
ー
ケ
州
パ
ン

ダ
ン
町
で
、
水
源
の

森
保
全
の
た
め
の
苗

木
づ
く
り
を
し
ま
し

た
。ス

リ
ラ
ン
カ
で

は
、
ラ
ト
ナ
プ
ラ
県

の
５
地
区
に
て
果
樹

な
ど
６
６
０
本
を
植

林
し
、
青
少
年
が
育

成
に
携
わ
り
ま
し

た
。

が
で
き
ま
し
た
。
遠
方
へ
の
水
く
み
を
強
い

ら
れ
て
い
た
人
々
の
生
活
を
改
善
で
き
、
コ

ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
の
衛
生
環
境
改
善
に

も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ア
ジ
ア
各
地
に
贈
っ
た
井
戸

は
、
累
計
２
２
１
１
基
と
な
り
ま
し
た
。
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2022年度　環境  事業計画
国 提携団体 実施地域 内容・意義【必要資金(円)】

ネパール AFS-Nepal バグマティ州、ガ
ンダギ州

森林伐採が進む中、コーヒー植林のための苗木づくり、圃場整
備のための高木植林活動、および森林保全整備を支援【280万】
小学生への環境セミナー、ごみ対策など地域環境保全活動の
推進を支援【50万】
燃料を薪に頼り森林破壊が深刻なため、家畜牛の糞を発酵し、
生活燃料にするためのバイオガスプラント設置を支援【70万】

バングラデシュ BDP ボリシャル県 支援学校内に、環境保全と生活のために植樹し、環境と生活に
関する知識向上を図る【47万】

フィリピン

AFS-Philippine ヌエバエシハ州、
アンティーケ州

焼畑や伐採で水源林が破壊され、土砂崩れも招いているため、
水源林や、川の土手を保持する竹林を、植林再生【50万】

AFS-Sorsogon ソルソゴン州
ごみ管理が整っておらず、川・海・森にごみが捨てられている
地域で、環境教育と併せ、生ごみ堆肥化やプラスチックごみ分
別リサイクルに取り組み、地域環境や海洋環境を改善【300万】

スリランカ SARVODAYA アンパーラ県、ポ
ロンナルワ県

伐採による森林減少と乾燥地域拡大に対し、森林保全・再生お
よび生活向上のための植林と環境保全教育【40万】

2022年度　水  事業計画
国 提携団体 実施地域 内容  【必要資金(円)】

インド AFS-Lonara ／ RUDYA ／
HDSI ／ BSVIA

マハラシュトラ州、カルナータカ
州 井戸建設【1基60万×9基】

カンボジア KAFS タケオ州、コンポントム州 井戸建設【1基28万×15基】
スリランカ SARVODAYA 全域 井戸建設【1基22万×10基】

ネパール AFS-Nepal バグマティ州、ガンダギ州 井戸・パイプライン建設【井戸1基17万×5基・
パイプライン1設備30 ～ 120万×18設備】

バングラデシュ BDP ボリシャル県、ジャマルプール県 井戸建設【1基55万×5基】

フィリピン KALIPI ／ AFS-Sorsogon 全域／ソルソゴン州 井戸・パイプライン建設【1基33万×12基】

2022年度　貧困対策  事業計画
国 提携団体 実施地域 内容・意義【必要資金(円)】

インド
HDSI マハラシュトラ州 村の女性の雇用促進を目ざした縫製職業訓練【120万】

RUDYA マハラシュトラ州 ムスカ村唯一の診療所において、住民のために医療基盤体制を強
化し、運営を継続するための支援をする【108万】

ネパール AFS-Nepal
バグマティ州 山間農村の保健衛生向上、産婦人科充実の支援と、性に関する女性

の意識向上や布ナプキン普及による女性の保健状況改善【20万】
バグマティ州、ガ
ンダギ州

農家の自立促進・農業発展のための（女性）農業組合の確立、農業の
担い手育成のための農業専修高校・農業大学への奨学支援【250万】

カンボジア KAFS タケオ州 農村の所得向上・貧困緩和のため、小規模零細事業の支援【24万】

フィリピン
AFS-Pandan アンティーケ州 障がい児童が勉強して将来自立できるよう、パンダン障がい者協

会を通して通学や職業訓練などを支援【50万】

AFS-Sorsogon ソルソゴン州 農漁業で生計を立てる貧困層の人々のために、漁場となるマング
ローブの植林や有機農業の推進を行う【50万】

2021年活動報告･2022年事業計画画2021年活動報告･2022年事業計画

５
カ
国
の
里
子
３
８
０
人
に
教
育
支
援

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
授
業
を

受
け
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
中
学
生

ア
ジ
ア
里
親
の
会
（
教
育
里
親
制
度
）
に

よ
り
、
ア
ジ
ア
５
カ
国
（
イ
ン
ド
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
フ

子
ど
も  

事
業

コ
ロ
ナ
に
よ
る
休
校
後
に
学
校
が
再
開
し

給
食
を
喜
ぶ
ネ
パ
ー
ル
の
子
ど
も
た
ち

ィ
リ
ピ
ン
）
の
生
徒
３
８
０
名
に
対
し
て
教

育
資
金
を
支
援
し
ま
し
た
。

学
校
の
運
営
・
設
備
支
援

ネ
パ
ー
ル
で
予
定
し
て
い
た
校
舎
１
棟
の

建
設
、
ラ
オ
ス
の
中
学
生
寮
１
棟
の
建
設
予

定
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
学
校
10
校
の
ト
イ

レ
再
建
予
定
は
、
い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
に
よ
り

延
期
し
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ヌ
エ
バ
エ
シ
ハ
州
の
２
地

区
１
０
２
名
の
子
ど
も
た
ち
へ
学
用
品
を
支

援
し
、
学
習
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
視
察

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
は
コ
ロ
ナ
に
よ
り
全
て

中
止
。
コ
ロ
ナ
後
の
活
動
に
向
け
て
、
各
関

係
団
体
と
相
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
視
察
は
、
ネ
パ
ー
ル
で
３
回
行
い

ま
し
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
支
援

イ
ン
ド
・
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
州
デ
ィ
ン
デ

ィ
ガ
ル
県
と
ナ
マ
カ
ル
県
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
感
染
し
た
子
ど
も
と
家
族
２
世
帯

の
生
活
と
教
育
を
支
援
し
ま
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
で
栄
養
指
導

ネ
パ
ー
ル
・
タ
ラ
イ
平
野
の
低
所
得
地
域

の
小
学
生
１
４
７
名
に
、
学
校
再
開
後
に
卵

と
牛
乳
の
給
食
支
援
を
し
、
子
ど
も
た
ち
の

栄
養
状
況
を
改
善
で
き
ま
し
た
。
栄
養
士
育

成
の
た
め
の
日
本
留
学
対
象
者
２
名
を
人
選

し
ま
し
た
。

ス
ラ
ム
の
子
ど
も
た
ち

イ
ン
ド
・
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ナ
グ
プ
ー

ル
県
の
ス
ラ
ム
の
子
ど
も
た
ち
53
名
に
、
学

習
補
講
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
市
内
の
ス
ト
リ
ー

ト
や
ス
ラ
ム
、
ま
た
郊
外
移
住
地
に
暮
ら
す

子
ど
も
た
ち
97
名
へ
の
教
育
支
援
と
と
も

に
、
生
活
習
慣
・
衛
生
環
境
改
善
な
ど
の
啓

発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

学
用
品
を
受
け
取
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
中
高
生
た
ち
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2022年度　子ども  事業計画 
国 提携団体 実施地域 内容・意義【必要資金(円)】

インド
SSH タミルナードゥ州 HIV/AIDSの影響下にいる家族の生活向上支援【21万】

AFS-Nagpur マハラシュトラ州 スラム街の教育センター（チャイルドアカデミー）の子どもの就学支
援、給食・教材支援【20万】

ネパール AFS-Nepal ガンダギ州、バグ
マティ州

地震後の安全基準に則った校舎再建の支援、新教育指針に沿うPCな
ど学校整備支援【300万】
学校給食運営の一部補てんと栄養教育による、子どもたちの健全育
成。ネパール人による栄養指導を可能とする人材育成【150万】

バングラデ
シュ BDP ボリシャル県、ネ

トロコナ県
小学校21校のトイレが老朽化し不衛生なため、感染症を予防すべく
トイレを再建【100万】

ラオス LPRYU ポンサーリー県 教育スポーツ省管轄下の中学校の学生寮が老朽化。生徒たちが安心
安全に生活や学習できるよう寮を再建整備【500万】

フィリピン ASI マニラ市、カビテ
州

路上生活から強制退去となり、新たな地で暮らし始めた家族に対し、
子どもと保護者の教育、栄養改善、職業訓練、収入確保を支援【40万】

2022年度　 子ども  事業   アジア里親の会  計画
国 提携団体 実施地域 内容・意義【新規要支援里子数】

インド

RUDYA マハラシュトラ州 少数民族の子が通う日印友好学園パダトラ小学校の教職員給
与など運営支援。書籍・設備拡充を支援【45人】

BSVIA カルナータカ州 貧農の子どもに教育機会を与える日印友好学園コスモニケタ
ンの運営支援と学習環境の整備【10人】

SSH タミルナードゥ州 貧困層およびHIV/AID感染の家庭の子どもが就学できるよう、
制服・教科書代、学校運営費などに充てる【7人】

AFS-Nagpur マハラシュトラ州 スラム街の子どもの就学継続のための啓発活動と、給食や学用
品の支援【10人】

カンボジア KAFS タケオ州、コンポン
チュナン州

農村の子どもが1人でも多く学校に通えるよう、教科書・学用品
および課外活動や学校運営の支援【10人】

ネパール AFS-Nepal ガンダギ州、バグマ
ティ州

農村貧困層の子どもが1人でも多く学校に通えるよう、就学費
や学校運営費などを支援【15人】

バングラデシュ BDP ガジプール県、ジャ
マルプール県

1人でも多くの子どもが学校に通えるよう、学校運営費と就学
費を支援【20人】

フィリピン ASI カビテ州、マニラ市 路上から新たな地に移住した子どもの教育支援と、家族への教
育・栄養改善・職業訓練・収入確保を支援【5人】

2021年活動報告･2022年事業計画

2022年度　罹災者支援  事業計画
国 プロジェクト 実施地域 内容・意義【必要資金(円)】

ネパール ネパール中部地
震災害復興支援

シ ン ド ゥ パ ル
チョーク郡

2015年の地震被災地の復興と持続可能な地域づくりを目指す活
動。実施済みの「水と農業の基盤づくり」に続き、防災システム構築
により地域経済を活性化し、自活できるようにする【200万】

アジア各国
・日本

新型コロナウイ
ルス感染症対策
支援

アジア各国
・日本

ワクチン接種が進み行動規制が緩和されているが、これまでのコ
ロナ禍により生活基盤が揺らいだアジアの社会的弱者の生活を支
援。必要に応じ、国内留学生など移住者の生活支援も行う【600万】

フィリピン 台風被災者支援 リサール州 2020年12月にフィリピンを襲った台風により大きな被害を受けた
被災者の生活復興支援【100万】

共通 災害および緊急
対応 共通

災害発生時の迅速な初動活動に向けて、素早い対応ができる体制
づくりのために、資金基盤の確保、人材育成とチームづくりを実施

【100万】

2021年活動報告･2022年事業計画

２
０
１
５
年
の
ネ
パ
ー
ル
中
部
地
震
被
災

地
か
ら
の
復
興
と
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
、
シ
ン
ド
ゥ
パ
ル
チ
ョ
ー
ク
郡

に
お
い
て
、
外
務
省
「
令
和
２
年
度
日
本
Ｎ

Ｇ
Ｏ
連
携
無
償
資
金
協
力
（
Ｎ
連
）
」
か
ら

資
金
供
与
を
受
け
、
揚
水
シ
ス
テ
ム
設
置
と

農
業
基
盤
づ
く
り
を
行
う
復
興
支
援
事
業
の

３
年
目
と
な
る
最
終
年
度
事
業
を
実
施
し
、

罹災者支援 事業 震
災
・
コ
ロ
ナ･

台
風
か
ら
の
復
興
支
援

震災後の復興と持続可能な地域づくりを目指し、農業で生計を立
てるため経理研修を受ける農業訓練生（ネパール）

19
年
度
に
完
成
し
た
揚
水
シ
ス
テ
ム
の
本
線

か
ら
西
側
の
４
７
５
世
帯
に
配
水
す
る
た
め

の
給
水
用
貯
水
タ
ン
ク
５
基
、
農
業
用
貯
水

槽
７
基
お
よ
び
パ
イ
プ
敷
設
を
完
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
イ
ン
ド
ラ
ワ
テ
ィ
村
10

地
区
の
千
世
帯
を
対
象
と
し
て
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
今
後
進
め
る
た
め
の
基
盤

が
整
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
支
援
と
し
て
、
皆
さ
ま
か
ら
い
た

だ
い
た
コ
ロ
ナ
募
金
を
基
に
、
ア
ジ
ア
各
地

域
で
命
と
生
活
を
守
る
た
め
に
必
要
な
支
援

を
実
施
で
き
ま
し
た
（
８･

９
㌻
に
詳
細
記

事
）
。
ま
た
国
内
留
学
生
16
名
に
対
し
て
生

活
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
し
た
。
募
金
以
外

に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ャ
パ
ン･

プ
ラ
ッ
ト

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
襲
っ
た
台
風
ラ
イ
の
被
災
者
に
緊
急
支
援

物
資
を
配
布
（
ア
ン
テ
ィ
ー
ケ
州
）

フ
ォ
ー
ム
「
新
型
コ
ロ
ナ
イ
ン
ド
変
異
株

危
機
対
応
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
資
金
に
よ

り
、
イ
ン
ド･
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ガ
ッ
チ

ロ
リ
県
の
農
村
地
域
と
ナ
グ
プ
ー
ル
県
の
ス

ラ
ム
地
域
を
対
象
に
、
食
料
、
衛
生
啓
発
活

動
、
医
療
の
３
分
野
を
支
援
し
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
20
年
度
に
マ
ニ
ラ
周

辺
を
襲
っ
た
台
風
ユ

リ
シ
ー
ズ
の
被
災
者

へ
の
復
興
支
援
と
と

も
に
、
21
年
12
月
に

パ
ナ
イ
島
を
横
断
し

た
台
風
ラ
イ
の
被
災

者
７
地
域
５
５
０
世

帯
に
、
米･

缶
詰･

毛

布･

衛
生
用
品
な
ど

の
支
援
物
資
を
配
布

し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に

つ
い
て
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
労

働
組
合
連
合
会
と
共

に
被
災
地
視
察
を
行

い
、
植
林
地
が
無
地

保
全
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
確
認
し
ま
し

た
。ク

ー
デ
タ
ー
が
起

き
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

市
民
に
対
し
、
食
料

や
義
援
金
を
支
援
し

ま
し
た
。
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「地球幸せ募金」貯金箱式募金 栄養失調に苦しむ子どもたちの栄養改善を目的とした給食基金に充てる。
または、今年度プロジェクトのいずれかを支援する

「アジア井戸募金」募金箱設置 各家庭や店などに募金箱を設置し、井戸建設支援に充てる

「アジアフレンドシップ夢基金」募金 アジア18カ国の草の根の人々と共同で、「アジアフレンドシップ夢基金」を
募り、アジアと世界のより困窮する人々への支援金とする

2021年活動報告･2022年事業計画

2022年度　国際交流  事業計画
国 プロジェクト 実施場所 内容・意義【必要資金(円)】

日 本・ア ジ
ア各国

アジアユースサミ
ット（AYS）

日本・アジア
各国

アジアユースサミットを通じたユースリーダー育成。ユースの定常
活動推進と、来年度のサミット開催に向けたプレイベントやユース
ミーティングなどにより、地域を良くするプロジェクトづくりを通
して、国際的視野の養成と国内外のユースのつながり形成【20万】

フィリピン ASI 地域開発コ
ース支援

アジア社会科
学院（ASI）

農村の社会課題を解決し、貧困なき国作りをする次世代育成のた
め、アジアの国から2名を、大学院大学ASIの2カ月の地域開発コー
スへ派遣【30万】

国
内
で
の
普
及
啓
発
事
業

国
内
で
の
２
０
２
１
年
度
の
活
動
は
、
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
、
多
く
を
制
限

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
広

報
企
画
委
員
会
や
会
員
活
動
に
関
す
る
各
委

員
会
の
工
夫
や
努
力
に
よ
り
、
本
会
の
広
報

と
支
援
事
業
に
関
す
る
普
及
啓
発
が
実
施
で

き
ま
し
た
。

恒
例
の
住
道
駅
前
（
大
阪
府
大
東
市
）
の

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル
は
、
コ
ロ

ナ
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。
６
年
目
と
な
っ

た
ア
ジ
ア
ン･

チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
昨
年
に
続
き
公
益
財
団
法
人
大
阪
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
と
共
催
。
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
の
た
め
、
入
場
者
数
、
飲
食
の
出
店
や
ス

テ
ー
ジ
内
容
を
制
限
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

映
画
上
映
会
や
留
学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
に
よ

り
、
在
関
西
の
ア
ジ
ア
系
市
民
と
の
交
流
を

深
め
る
多
文
化
共
生
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
１
３
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

地
区
活
動
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
グ
ル
ー

プ
で
も
、
支
援
や
広
報
の
た
め
、
感
染
対
策

を
と
り
な
が
ら
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
や

コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

国
際
理
解
教
育
講
座
と
し
て
、
小
学
校
、

高
校
、
大
学
や
企
業
等
の
べ
12
カ
所
に
対

し
、
国
際
理
解
に
関
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併

用
し
て
講
義
し
ま
し
た
。
学
校
か
ら
の
委
託

授
業
も
受
け
入
れ
、
１
校
に
対
し
て
講
義
を

実
施
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ぞ
う
す
い
の
会
や
地
区
活
動
の

場
に
て
、
ア
ジ
ア
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
報

告
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
理
解
や
ア
ジ
ア
社
会

の
現
状
理
解
を
促
進
し
ま
し
た
。

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
計

画
し
て
い
た
ア
ジ
ア
文
化
理
解
講
座
は
、
コ

ロ
ナ
に
よ
り
多
く
が
中
止
ま
た
は
延
期
と
な

国
際
協
力
Ｐ
Ｒ
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動

2021年活動報告･2022年事業計画画

もりのみやキューズモールASIAN FES2022に出展協力

り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
６
名
を
受
け
入

れ
、
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
方
支
援
や
フ
ァ

ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
・
広
報
事
業
の
実
習
を
通

し
て
貢
献
し
な
が
ら
、
国
際
協
力
活
動
と
市

民
運
動
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
市
民
大
学
で
は
、
感
染
拡
大
に
よ

る
延
期
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
ア
ジ
ア
の

国
の
文
化
理
解
に
向
け
、
専
門
家
に
よ
る
講

義
と
相
互
交
流
を
11
回
開
き
ま
し
た
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止
し
た
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
15
名
の

留
学
生
が
出
場
し
ま
し
た
。

法
人
賛
助
会
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
社
員
ク
ラ

ブ
は
コ
ロ
ナ
の
た
め
開
催
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
協
力

し
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
未
来
の
た
め
に
暮
ら
し
の
中

で
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
実
践
者
や
専

門
家
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を
３
回
実
施

し
ま
し
た
。

「
今
、
地
球
は
危
な
い
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ

を
２
回
開
催
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
地
球

の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
解
決
の
糸
口
を
共

に
考
え
る
勉
強
会
の
場
と
し
ま
し
た
。

活
動
情
報
誌
﹁
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
﹂
を
年
４

回
発
行
し
、
事
業
報
告
や
海
外
情
報
に
つ
い

て
広
報
し
ま
し
た
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
中
の
ア

ジ
ア
の
様
子
を
紹
介
し
、
コ
ロ
ナ
募
金
へ
の

協
力
も
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
1
年
半
経
過
し
た
時

点
で
改
善
を
検
討
し
、
寄
付
募
集
関
連
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
一
覧
を
中
心
に
改
良
し
ま
し

た
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
やY

ouT
ube

に
よ
っ
て

も
、
活
動
ニ
ュ
ー
ス
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
ア

ジ
ア
文
化
な
ど
を
随
時
発
信
し
ま
し
た
。

ま
た
各
種
関
係
団
体
と
連
携
し
、
関
西
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
推
進
し
市
民
活
動
の
社
会
意

義
を
広
げ
る
活
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
関

西
Ｎ
Ｇ
Ｏ
協
議
会
の
副
代
表
、
国
際
協
力
Ｎ

Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
理
事
、
関
西
国
際
交
流
団

体
協
議
会
の
監
事
を
務
め
る
ほ
か
、
関
西
最

大
の
国
際
協
力
の
お
祭
り
「
ワ
ン
・
ワ
ー
ル

ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
実
行
委
員
、
ユ

ー
ス
世
代
の
た
め
の
国
際
協
力
フ
ェ
ス
「
ワ

ン
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル for 

Y
outh

」
の
運
営
委
員
と
し
て
協
力
し
ま
し

た
。関

連
市
民
活
動
と
し
て
、
関
西
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ト
ラ
ス
ト
協
会
、
日
本
を
良
く
す
る

会
、
グ
リ
ー
ン
ベ
イ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
も
、
各
設

立
趣
旨
に
沿
っ
て
活
動
し
ま
し
た
。

「
土
水
」や
環
境
保
全
活
動

第
37
回
﹁
土
と
水
と
緑
の
学
校
﹂
を
８
月

に
和
歌
山
県
新
宮
市
で
、
同
じ
く
美
山
﹁
土

と
水
と
緑
の
自
然
学
校
﹂
も
３
月
に
京
都
府

南
丹
市
美
山
町
で
開
催
予
定
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

本
会
が
提
唱
し
た
国
際
グ
リ
ー
ン
ス
カ
ウ

ト
活
動
と
し
て
国
内
各
地
域
で
も
活
動
し
て

い
ま
す
。
吹
田
部
会
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
中

止
を
除
き
毎
月
１
回
の
例
会
と
川
清
掃
活
動

21
年
度
は
第
30
回
ア
ジ
ア
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ミ
ナ
ー
の
ス
リ
ラ
ン
カ
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止
し
ま
し

た
。
代
わ
り
に
11
月
に
10
カ
国
38
名
が
参
加
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
各
国
提
携
団
体
の
近
況
報
告
と
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

第
７
回
ア
ジ
ア
・
ユ
ー
ス
サ
ミ
ッ
ト
を
「
地

域
を
良
く
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
創
ろ
う
―
コ

ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
、
８
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま
し
た
。
基

調
講
演
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
各
地
域
に
お
け
る
ユ
ー
ス
の
役
割
を
共
に

確
認
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
草
の
根
の
自
立･

連
帯
基
金
で
あ
る

「
ア
ジ
ア･

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
夢
基
金
」
は
世

話
人
会
に
よ
り
募
金
協
力
し
ま
し
た
。

「
ア
ジ
ア
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
財
団
」
で

は
、
イ
ン
ド
・
タ
イ
・
日
本
の
実
業
家
を
中
心

に
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
国
際
版
を
行
う
計

画
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
延
期
し
ま
し
た
。

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
中
止

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
全
て
の
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
を
中
止
し
ま
し
た
。

職
員
研
修
と
奨
学
金
支
援

本
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
将
来
担
う
ア
ジ
ア

各
国
提
携
団
体
の
職
員
の
研
修
・
育
成
の
た

め
、
奨
学
金
支
援
を
例
年
行
っ
て
い
ま
す
。
派

遣
先
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ジ
ア
社
会
科
学

院
（
Ａ
Ｓ
Ｉ
）
の
地
域
開
発
コ
ー
ス
が
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
対
象
者
が
お
ら
ず

奨
学
金
支
援
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
ン
ド

提
携
団
体
Ｈ
Ｄ
Ｓ
Ｉ
の
後
継
者
１
名
に
対
し
て

は
、
ナ
グ
プ
ー
ル
大
学
社
会
開
発
学
科
の
学
費

を
支
援
し
ま
し
た
。

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
制
度
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
募
集
を
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

ア
ジ
ア
・
ユ
ー
ス
サ
ミ
ッ
ト
初
の
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
で
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

オンラインでアジアと連帯 国際交流 事業
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を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
日
本
と
ア
ジ
ア
諸

国
が
共
に
ご
み
問
題
に
取
り
組
む
Ａ
Ｆ
Ｓ
ブ

ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
を
新
た

に
開
始
し
、
11
月
に
日
本･

フ
ィ
リ
ピ
ン･

イ

ン
ド
ネ
シ
ア
３
カ
国
５
地
域
で
同
時
に
海
辺

の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

各
地
の
会
員
活
動

地
区
活
動
で
は
、
関
西
地
区
を
中
心
に
、

全
国
11
の
エ
リ
ア
ご
と
に
地
区
世
話
人
を
中

心
と
し
て
、
本
会
の
活
動
と
理
念
の
普
及
や

ア
ジ
ア
と
の
「
理
解
と
協
力
と
連
帯
」
の
輪

を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
様
々
な
活
動
が

企
画
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
た
め
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
企
画
で
得
ら
れ
る
資
金
で

ア
ジ
ア
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
可
能

な
限
り
実
施
し
ま
し
た
。

一
方
、
各
地
区
会
に
会
長
・
副
会
長
・
事

務
局
長
・
書
記
か
ら
成
る
組
織
を
整
え
、
７

月
に
地
区
会
長
会
を
実
施
し
た
ほ
か
、
会
員

拡
大
を
多
角
的
に
考
え
る
会
員
拡
大
諮
問
会

議
を
８
月
か
ら
計
５
回
開
催
し
、
新
た
な
方

策
を
議
論
し
ま
し
た
。

各
地
区
活
動
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
ン
ホ
ー

ム
パ
ー
テ
ィ
／
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
高
槻
、
緑
と
ふ
れ

あ
う
会
（
農
作
業
）
／
第
２
エ
リ
ア
、
大
阪

お
も
し
ろ
ウ
ォ
ー
ク
・
歴
史
散
歩
／
な
に
わ

西
、
子
ど
も
国
際
交
流
ひ
ろ
ば
・
里
子
支
援

バ
ザ
ー
／
南
河
内･

松
原
地
区
、
ア
ジ
ア
勉

強
会
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
／
第
５
エ
リ

ア
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
ィ
参
加
／
第
６
エ

リ
ア
、
ド
リ
ア
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル
IN

ま
ど
か
村
／
生
駒
地
区
会
、
ど
ん
ぐ
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
／
奈
良
地
区
会
、
佐
藤
手
芸
教

室
バ
ザ
ー
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
玉
手
箱
展
ミ
ニ
バ

ザ
ー
／
第
８
エ
リ
ア
、
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス

タ
参
加
・
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
作
戦
／
第
９

･

10
エ
リ
ア
、
な
ど
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
グ
ル
ー
プ

海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
を
目
的
と
す
る

16
グ
ル
ー
プ
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
講
じ

な
が
ら
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
チ
ャ
リ
テ
ィ

活
動
に
よ
る
海
外
支
援
事
業
の
応
援
を
、
精

力
的
に
展
開
し
ま
し
た
。

活
動
し
た
グ
ル
ー
プ
は
以
下
の
通
り
で

す
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
本
部
で
毎
月
開
催
し
贈
水

を
雑
炊
に
よ
り
支
援
す
る
「
ぞ
う
す
い
の

会
」
、
里
親
の
会
を
手
作
り
和
紙
ク
ラ
フ

ト
で
支
援
す
る
「
ア
ジ
ア
井
戸
ば
た
サ
ロ

ン
」
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
提
携
団
体
を
支
援

す
る
「
ス
リ
ラ
ン
カ･

サ
ル
ボ
ダ
ヤ
友
の

会
」
、
日
印
友
好
学
園
コ
ス
モ
ニ
ケ
タ
ン
の

運
営
を
支
援
す
る
「
日
印
友
好
学
園
支
援

会
」
、
ネ
パ
ー
ル
の
活
動
を
支
援
す
る
「
ネ

パ
ー
ル
へ
の
か
け
橋
」
、
料
理
を
活
か
し
た

活
動
で
水
支
援
を
す
る
「
Ｐ
Ａ
Ｏ
Ｎ
」
、
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
を
中
心
に
文
化
を
学
び
理
解
し

合
う
「
オ
ア
シ
ス
会
」
、
ア
ジ
ア
の
若
手
に

人
材
育
英
資
金
を
支
給
す
る
「
ア
ジ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
奨
学
会
」
、
ネ
パ
ー
ル
の
教
育
を

支
援
す
る
「
ネ
パ
ー
ル
子
ど
も
夢
基
金
」
、

農
村
の
医
療･

保
健
向
上
を
支
援
す
る
「
ネ

パ
ー
ル
地
域
医
療
支
援
会
」
、
飲
料
水
支
援

を
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン･

パ
ン
ダ
ン
町
と
交
流

を
継
続
す
る
「
パ
ン
ダ
ン
交
流
会
」
、
毎
月

の
例
会
を
通
し
て
イ
ン
ド
理
解
を
深
め
る

「
バ
ー
ラ
ト
会
」
、
歌
っ
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
支

援
を
す
る
「
歌
声
サ
ロ
ン
」
、
イ
ン
ド
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
家
族
を
支
援
す
る
「
い
の
ち
の
会
枚

方
」
、
留
学
生
と
日
本
の
学
生
が
支
え
合

う
「
留
学
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
～D

esign the 
Com

m
unity

」
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り

ア
ジ
ア
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
夢
基
金
を
支
援
す

る
「
道
楽
の
集
い
（
歩
く
会
）
」
。

関
東
地
区
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
出
展

2022 年度　社員総会報告
　公益社団法人アジア協会アジア友の会第11回社員総
会を下記の通り開催しました。社員総数192名の内、出
席社員数147名（会場出席者・議決権行使書提出者の合
計）であり、定足数97名を充足し総会が成立しました。
日時: 2022年6月11日(土) 14時～ 15時30分
会場: 大阪科学技術センター（大阪市西区）　　　　
議案 I: 決議事項
第1号議案「役員の選任」の件について、理事37名が選
任されました。第2号議案「2021年度計算書類(貸借対照

表及び正味財産増減計算書)、同附属明細書及び財産目
録の承認」の件については、全て承認されました。  
議案Ⅱ: 報告事項
コロナ対策として時間短縮のため、下記①②③のうち事
業報告を除き、事前配布冊子による確認に止め、詳細説
明を割愛しました。①2021年度事業報告並びに同附属明
細書について ②2022年度事業計画について ③2022年度
収支予算書について。特に質問や意見はありませんでし
た。

収支決算書（2021年４月１日～ 2022年３月31日）
[１]  収入の部 （単位円）

科　　目 予算額 決算額 差　異

１. 会費収入 23,900,000 17,352,200 6,547,800

  （１）社員会費収入 5,280,000 4,392,000 888,000

  （２）維持会費収入 8,400,000 6,744,000 1,656,000

  （３）賛助会費収入 4,800,000 3,364,200 1,435,800

  （４）学生会費収入 0 0 0

  （５）団体会費収入 400,000 100,000 300,000

  （６）法人賛助会費収入 5,000,000 2,750,000 2,250,000

  （７）ジュニア会費収入 20,000 2,000 18,000

２. 募金・寄付金・補助金収入 122,270,000 121,814,400 455,600

３. 負担金収入 11,300,000 4,057,510 7,242,490

４. 為替差益 0 2,800,985 △ 2,800,985

５. 受取利息 2,000 421 1,579

６. 雑収入 28,000 3,660 24,340

当期収入合計Ａ 157,500,000 146,029,176 11,470,824

前期繰越収支差額 5,939,957 5,939,957 0

収入合計Ｃ 163,439,957 151,969,133 11,470,824

[２]  支出の部 （単位円）

科　　目 予算額 決算額 差　異

１. 事業費 78,930,000 47,471,833 31,458,167

 （１）水（井戸・飲料水供給） 25,360,000 16,527,341 8,832,659

 （２）子ども（里親・教育・学校建設） 26,440,000 8,801,408 17,638,592

 （３）貧困（生活自立・職業訓練） 4,020,000 3,473,764 546,236

 （４）インド職業訓練学校建設事業 0 708,863 △ 708,863

 （５）環境（GS活動・植林・バイオガス） 6,760,000 6,707,771 52,229

 （６）ネットワーク推進事業 2,050,000 1,460,270 589,730

 （７）人材交流・育成事業 5,500,000 2,358,325 3,141,675

 （８）地域広報活動事業 5,400,000 6,772,651 △ 1,372,651

 （９）環境保全・啓発教育事業（土水） 3,400,000 661,440 2,738,560

２. 災害特別助成金支出

 （１）災害等罹災者支援事業 3,200,000 26,090,212 △ 22,890,212

 （２）ネパール地震復興支援事業 43,000,000 50,540,436 △ 7,540,436

 （３）フィリピン台風被災者支援事業 1,000,000 932,480 67,520

３. 管理費 31,370,000 18,523,440 12,846,560

４. 退職給付引当資産取得支出 0 397,750 △ 397,750

５. 敷金取得支出 0 0 0

６. 基本財産振替支出 0 0 0

７. 予備調整費 0 0 0

当期支出合計Ｂ 157,500,000 143,956,151 13,543,849

当期収支差額Ａ－Ｂ 0 2,073,025 △ 2,073,025

次期繰越収支差額Ｃ－Ｂ 5,939,957 8,012,982 △ 2,073,025

2021年活動報告･2022年事業計画

役職 氏名 経　歴
会長 篠原勝弘 （公財） CIESF 理事兼カンボジア代表、元 駐カンボジア特命全権大使

理事長 湯川　剛 （株） OSG コーポレーション 代表取締役会長・CEO

副会長 小原純子 （一財 ) 大阪市男女共同参画のまち創生協会 前理事長、現名誉顧問

副会長 櫻井紘哉 元 （株）三和銀行 管財部長

副会長 法花敏郎 元 朝日ビルディング 社長

専務理事 村上公彦 日本基督教団寝屋川教会 牧師 （本会創設者）

常務理事 吉田俊朗 元 ユニチカ （株） 監査役

理事 熱田親憙 NPO 法人ネパールヨードを支える会 理事長 

理事 池田直樹 あすなろ法律事務所 弁護士

理事 市川　晃 税理士法人 ANd 代表社員、税理士

理事 井上勇一 日本基督教団洛南教会 牧師

理事 上野孝一 寝屋川十字の園 顧問・理事

理事 沖田文明 （特活）関西ナショナル・トラスト協会 副代表理事

理事 金井英夫 元 IBM-Japan コンサルティング事業部ソリューションコンサルタント次長
理事 暮部恵子 （株） クレコス 代表取締役会長、商業界近畿女性同友会 会長

理事 桒村壽子 （有） 天王寺英数学院 代表取締役

理事 齋藤公代 元 大阪北生協機関紙むつみ・タウン誌ライブタウン 編集長

理事 坂口久代 関西イタリア語文化センター 代表

理事 佐藤正隆 リタワークス （株） 代表取締役、コングラント （株） 代表取締役

役員一覧　   （2022年６月～）　　　　　
役職 氏名 経　歴
理事 佐野光彦 神戸学院大学総合リハビリテーション学部 准教授

理事 實　清隆 奈良大学 名誉教授　

理事 〆木泰輔 エーゼル （株）代表取締役社長

理事 寺西浩章 （宗） 家原寺 代表役員

理事 鳥居建十 環境技術建設（株）代表取締役

理事 永島智子 イオングループ労働組合連合会会長、 イオンリテールワーカーズユニオン中央執行委員長
理事 中野稔子 日本創生神楽連合会 顧問

理事 西田貞之 （有） 西田興産 会長、元大阪府職員

理事 端無　勝 （株） デュアルエデュケーション 代表取締役

理事 福澤邦治 パナソニックグループ労働組合連合会 中央執行委員長

理事 藤原正昭 行岡保健衛生学園 顧問

理事 松原　正 （株） かんぽう 代表取締役

理事 宮川眞一 （医） 鶯友会 牧病院 診療部長・心療内科部長

理事 宮野谷 篤 （株） NTT データ経営研究所 取締役会長、元日本銀行理事大阪支店長

理事 森本榮三 森本グリーンサービス 相談役

理事 柳井一朗 日本キリスト教団洛西教会 主任担任教師（牧師）

理事 米田明正 （株） グローアップ 代表取締役

理事 渡辺治彦 （株） 関電システムズ システムアーキテクト
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●
社
員
会
費

秋
山
賀
子
／
浅
野
弘
／
安
達
英
行
／
熱
田
親

憙
／
熱
田
典
子
／
天
野
紀
／
池
田
邦
子
／
池

田
悦
子
／
池
本
修
／
石
田
雅
昭
／
石
原
基
義

／
上
田
高
久
／
上
野
孝
一
／
宇
野
稔
／
大
石

み
ど
り
／
大
谷
タ
カ
コ
／
大
野
嘉
宏
／
大
原

映
子
／
大
本
和
子
／
岡
田
遥
／
岡
本
厚
／
岡

本
佳
子
／
小
澤
勇
／
小
山
田
宗
弘
／
柿
島
裕

／
笠
谷
正
博
／
加
藤
喜
代
子
／
金
井
英
夫
／

栢
下
壽
／
川
合
千
代
子
／
川
上
知
子
／
川
﨑

壽
／
北
田
嘉
信
／
北
野
光
三
／
北
山
典
彦
／

金
昌
則
／
草
加
節
男
／
桒
村
壽
子
／
古
賀
旭

／
古
賀
範
久
／
小
林
久
仁
子
／
近
藤
眞
道
／

櫻
井
紘
哉
／
佐
々
木
実
／
佐
藤
眞
子
／
佐
藤

道
代
／
佐
藤
満
昭
／
佐
藤
理
香
／
更
家
充
／

篠
原
勝
弘
／
島
井
宏
子
／
下
山
浩
二
／
杉
林

則
子
／
平
興
隆
／
髙
垣
靖
／
高
田
晃
宏
／
辰

西
幹
夫
／
田
中
壽
美
子
／
田
中
政
直
／
谷
岡

康
男
／
谷
和
弘
満
／
津
川
美
世
／
辻
川
楠
美

／
土
屋
菊
男
／
藤
間
孝
子
／
藤
間
剛
／
富
田

和
政
／
冨
松
英
二
／
鳥
居
京
子
／
内
藤
能
／

中
井
淳
夫
／
中
内
一
揚
／
中
島
和
子
／
中
村

日
游
／
西
田
貞
之
／
根
津
千
枝
子
／
野
木
義

弘
／
野
口
明
英
／
𡌛
島
五
兵
衛
／
橋
口
高
明

／
橋
本
隆
／
濱
岡
喜
範
／
韓
礼
元
／
東
幹
男

／
福
川
粛
／
藤
本
加
代
子
／
藤
原
正
昭
／
細

谷
詩
子
／
法
花
敏
郎
／
本
間
一
将
／
松
原
直

弘
／
松
本
静
枝
／
松
本
督
／
宮
野
谷
篤
／
宮

本
照
佳
／
三
渡
眞
由
美
／
虫
明
慧
悟
／
村
上

和
範
／
村
上
公
彦
／
村
上
清
子
／
毛
利
吉
男

／
森
本
榮
三
／
森
脇
寛
／
安
田
信
人
／
八
束

浩
一
／
柳
井
一
朗
／
山
﨑
道
治
／
山
﨑
桃
／

山
下
泰
之
／
山
田
和
広
／
山
田
英
男
／
山
田

穂
積
／
横
井
怜
子
／
横
山
浩
平
／
吉
岡
健
一

／
吉
田
暢
子
／
米
田
徳
子
／
若
元
裕
美
／
若

元
良
嗣
／
渡
邉
喜
久
次
／
渡
邉
瑠
璃
子

●
維
持
会
費

秋
山
タ
カ
子
／
上
城
戸
清
隆
／
浅
尾
み
ち
る

／
浅
野
照
子
／
安
達
淳
子
／
熱
田
昭
子
／
熱

田
貴
子
／
天
野
貞
男
／
天
野
さ
や
か
／
天
野

日
出
男
／
雨
森
清
忠
／
荒
川
惣
平
／
有
本
幹

子
／
有
山
加
代
子
／
粟
井
健
徳
／
幾
谷
眞
規

新
入
会
員
ご
紹
介

ご
入
会
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称
略
・
50
音
順
）

２
０
２
２
年
３
月
１
日
～
５
月
31
日

会
費
納
入
者
、寄
付・物
品
協
力
者

温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
（
敬
称
略
・
50
音
順
）

２
０
２
２
年
３
月
１
日
～
５
月
31
日

な
お
夏
季
・
冬
季
募
金
へ
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

１
年
後
の
夏
季
・
冬
季
に
別
紙
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
社
員
会
員

市
川
晃
／
濱
岡
喜
範
／
松
川
一
人

●
維
持
会
員

永
川
敏
／
玉
田
元
美
／
野
田
範
一
／
美
濃
岳

●
賛
助
会
員

小
寺
信
子
／
渋
江
理
香
／
関
一
也

●
ジ
ュ
ニ
ア
会
員

野
田
麗
菜

●
団
体
会
員

㈳
は
た
ら
く
馬
牧
場

●
里
親
会
員

今
井
田
尚
久
／
対
馬
龍
祐
／
野
月
晃
樹

子
／
石
黒
大
圓
／
石
原
京
子
／
泉
原
眞
由
美

／
市
來
賜
代
／
市
来
千
代
子
／
市
坪
利
恵
子

／
伊
津
野
修
／
伊
藤
エ
リ
サ
／
伊
藤
亮
三
／

因
幡
明
洋
／
井
上
美
保
／
井
上
順
子
／
今
井

利
子
／
今
井
康
郎
／
今
堀
京
子
／
岩
城
良
子

／
植
田
直
弘
／
上
田
律
子
／
植
村
龍
子
／
梅

田
祥
仁
／
浦
野
健
二
／
海
野
良
三
／
永
川
敏

／
江
守
猛
／
大
島
一
晃
／
太
田
真
知
子
／
大

谷
伊
津
枝
／
大
塚
哲
男
／
大
槻
昌
寛
／
大
成

孝
子
／
大
橋
一
雄
／
大
平
英
明
・
さ
ゆ
り
・

こ
は
る
・
ほ
の
か
／
大
脇
と
し
子
／
岡
田
芳

明
／
岡
野
き
ぬ
子
／
岡
本
朋
子
／
小
川
富
／

沖
早
知
子
／
置
田
善
三
／
荻
野
晋
也
／
奥
平

譲
治
／
小
椋
加
代
子
／
落
合
朋
子
／
小
野
舞

／
小
野
塚
操
／
小
野
山
昭
英
／
加
地
美
智
子

／
梶
谷
阿
久
里
／
片
山
和
子
／
片
山
直
也
／

加
藤
洋
／
金
子
澄
子
／
金
丸
幸
子
／
金
村
実

香
／
釜
下
昭
子
／
上
岡
忠
人
／
加
茂
清
次
／

川
上
知
輝
／
川
上
礼
子
／
菊
池
哲
也
／
北
口

正
敏
／
北
田
雅
人
／
北
野
拓
郎
／
吉
相
幸
枝

／
木
野
由
弘
／
木
原
み
き
／
清
岡
恵
美
子
／

楠
山
容
子
／
久
保
田
久
人
／
熊
本
千
恵
子
／

黒
木
隼
彦
／
小
出
裕
司
／
江
夏
博
美
／
糀
矢

美
智
／
甲
田
一
幸
／
小
倉
正
和
／
小
島
俊
之

／
古
住
満
寿
子
／
小
谷
の
り
子
／
小
西
尚
子

／
小
林
英
子
／
小
林
眞
澄
／
小
松
一
子
／
小

森
茂
之
／
小
山
裕
子
／
齊
藤
透
／
斎
藤
芙
美

子
／
斉
藤
渡
／
坂
本
美
津
子
／
嵯
峨
山
節
子

／
佐
藤
濶
子
／
佐
藤
寛
範
／
佐
藤
泰
範
／
佐

藤
善
範
／
澤
田
安
子
／
塩
尻
加
代
子
／
實
ま

り
子
／
芝
﨑
末
廣
／
下
野
博
／
正
法
地
浩
／

白
井
春
夫
／
須
賀
浩
／
菅
原
直
樹
／
杉
江
久

男
／
杉
原
貴
／
鈴
木
誠
也
／
住
友
藍
／
瀬
川

真
平
／
関
口
淳
／
曽
和
明
／
平
善
行
／
高
畑

政
登
／
田
口
哲
朗
／
竹
田
陽
子
／
武
生
伸
子

／
立
石
小
夜
子
／
田
中
和
枝
／
田
中
和
子
／

谷
口
昌
嘉
／
谷
丸
八
郎
／
谷
山
祐
子
／
種
村

政
宏
／
玉
置
和
子
／
玉
田
元
美
／
辻
賢
二
／

辻
正
浩
／
津
田
洋
子
／
坪
内
廣
次
／
坪
田
由

紀
子
／
土
井
利
夫
／
土
居
正
明
／
堂
浦
郷
子

／
遠
田
智
代
／
徳
永
正
和
／
冨
松
孝
司
／
豊

田
祐
輔
／
寅
田
和
代
／
鳥
居
建
十
／
鳥
居
洋

一
／
内
藤
悳
子
／
長
江
佐
和
／
中
岡
末
子
／

中
川
寛
子
／
長
﨑
征
男
／
中
島
繁
／
中
嶋
典

子
／
中
嶋
政
義
／
中
島
就
子
／
中
島
裕
子
／

中
島
綾
／
中
須
賀
敬
子
／
中
筋
光
子
／
中
谷

華
菜
／
中
西
彰
夫
／
中
西
伸
子
／
長
野
清
文

／
中
橋
政
美
／
中
南
有
加
里
／
中
村
真
司
／

中
村
智
子
／
中
村
暢
秀
／
中
森
隆
枝
／
西
優

子
／
西
川
龍
夫
／
西
田
信
行
／
西
田
恭
子
／

西
野
恵
子
／
西
林
昌
樹
／
西
本
悦
子
／
西
山

あ
か
り
／
野
池
徹
／
乗
田
昌
司
／
橋
本
喜
代

子
／
橋
本
喜
代
美
／
橋
本
元
気
／
橋
本
末
子

／
長
谷
川
雅
子
／
秦
道
代
／
林
佐
妃
子
／
林

千
夏
／
原
田
和
幸
／
日
生
下
卓
／
日
笠
修
宏

／
日
方
優
子
／
久
光
定
雄
／
日
野
恵
美
子
／

日
野
眞
澄
／
平
見
美
智
子
／
福
井
え
り
／
福

島
朋
子
／
福
本
義
克
／
藤
井
順
子
／
藤
井
り

か
／
藤
川
孝
夫
／
藤
木
一
世
／
藤
木
茂
利
／

藤
田
百
合
子
／
藤
本
和
富
／
藤
原
龍
雄
／
船

戸
尚
子
／
古
井
紀
行
／
古
川
光
照
／
古
田
万

紀
子
／
古
山
陽
一
／
堀
正
巳
／
堀
口
賢
司
／

本
庄
紀
子
／
本
多
操
／
前
澤
良
子
／
前
田
乙

美
／
正
道
幹
子
／
真
下
浩
一
／
桝
田
実
／
松

村
祐
介
／
松
本
典
子
／
マ
ッ
ラ
ラ
ジ
ャ
ン
マ

ン
／
的
場
義
惠
／
三
木
裕
則
／
三
國
谷
勝
寛

／
溝
尾
敬
子
／
光
畑
麻
美
／
宮
田
安
紀
子
／

宮
田
幹
／
宮
野
慧
子
／
宗
石
和
久
／
村
本
康

治
／
毛
利
仁
智
厚
／
森
茂
昭
／
森
利
明
／
森

長
敬
／
森
村
文
則
／
森
山
尚
子
／
八
尾
眞
弓

／
八
木
正
人
／Yakop Sriw

icahyo

／
安
留

治
／
八
頭
司
和
子
／
柳
原
富
美
子
／
山
内
幸

太
／
山
岡
輝
清
／
山
口
香
世
子
／
山
口
幸
子

／
山
口
文
枝
／
山
崎
晶
子
／
山
下
登
世
子
／

山
下
善
照
／
山
田
孝
彦
／
山
部
檀
／
山
本
勝

彦
／
山
本
真
司
／
山
本
哲
司
／
山
本
幸
子
／

横
井
明
子
／
吉
岡
照
仁
／
吉
田
伊
吹
／
鎧
坂

総
子
／
霊
松
寺
／
和
田
早
苗
／
和
田
多
喜
子

●
賛
助
会
費

青
木
洋
／
浅
井
聡
子
／
荒
川
奈
秀
子
／
有
井

慶
子
／
飯
田
有
子
／
池
嶋
伸
晃
／
池
住
美
樹

／
池
田
倫
子
／
池
田
美
奈
子
／
石
尾
美
佐
子

／
石
川
忠
義
／
石
田
尚
美
／
泉
谷
博
幸
／
一

鷹
要
市
／
市
村
睦
子
／
一
色
由
子
／
伊
藤
朝

信
／
稲
垣
章
子
／
井
上
修
二
、
晶
子
／
井
上

康
／
岩
切
康
宏
／
岩
崎
裕
保
／
岩
下
将
人
／

上
野
泰
子
／
上
畑
育
美
／
植
村
友
恵
／
鵜
飼

卓
／
内
田
晶
子
／
疇
地
道
俊
／
漆
原
嘉
孝
／

江
守
和
子
／
追
田
正
一
／
大
岩
典
代
／
大
澤

淑
／
大
谷
ま
り
子
／
大
野
早
百
合
／
大
橋
曻

子
／
大
森
文
子
／
沖
野
雅
一
／
沖
本
加
代
子

／
沖
本
然
生
／
奥
野
憲
一
／
奥
村
香
保
里
／

奥
山
宏
靖
／
小
山
一
行
／
柿
島
頼
紀
／
籠
谷

啓
史
／
鍛
治
良
祐
／
加
芝
ナ
ミ
子
／
梶
原
英

一
／
粕
谷
早
苗
／
粕
谷
香
代
子
／
勝
成
忠
／

加
藤
繁
生
／
川
島
敏
子
／
川
端
美
智
子
／
上

林
繁
子
／
上
林
喜
久
郎
／
岸
本
啓
子
／
北
岡

幸
子
／
北
川
久
躬
子
／
北
村
英
夫
／
北
村
光

弘
／
狐
塚
真
美
子
／
絹
田
悦
子
／
木
下
マ
キ

子
／
木
原
民
世
／
木
村
和
夫
／
久
保
佑
治
／

近
藤
利
則
／
栗
山
聡
子
／
桑
原
由
紀
子
／
小

泉
和
／
小
寺
信
子
／
小
林
理
恵
／
近
藤
十
郎

／
齋
藤
史
子
／
斉
藤
理
美
／
佐
々
寿
子
／
佐

々
靖
男
／
澤
田
薫
／
渋
江
理
香
／
清
水
直
子

／
シ
ュ
レ
ス
タ
ナ
ニ
マ
ヤ
／
庄
司
野
宇
三
郎

／
新
谷
百
代
／
鈴
木
直
行
／
関
一
也
／
平
眞

知
子
／
髙
橋
文
子
／
高
宮
寿
子
／
髙
山
純
一

／
田
口
吉
三
／
竹
井
智
子
／
竹
内
花
子
／
竹

中
晋
／
竹
中
敏
恵
／
谷
綛
安
雄
／
谷
口
惺
／

辻
貴
文
／
辻
知
久
／
津
田
宏
久
／
都
筑
信
美

／
壷
井
利
一
／
外
村
茂
一
／
富
田
修
／
外
山

和
美
／
内
藤
健
一
／
内
藤
肇
／
内
藤
雅
貴
／

長
尾
公
二
／
中
尾
則
勇
／
中
島
慎
介
／
永
谷

恵
子
／
中
谷
太
一
／
中
西
邦
夫
／
中
野
鉄
馬

／
長
浜
真
美
／
中
村
操
／
中
村
弓
絵
／
成
山

邦
子
／
西
浦
暢
子
／
西
野
修
平
／
西
林
文
／

西
原
茂
／
二
野
英
子
／
野
上
麻
理
／
野
口
須

美
子
／
野
島
哲
也
／
野
村
水
香
／
箱
崎
健
明

／
橋
本
靖
夫
／
畠
山
常
夫
／
畠
中
美
代
子
／

花
光
智
香
子
／
濱
口
薫
翠
／
浜
田
春
樹
／
濱

田
光
江
／
早
崎
鉄
也
／
林
昭
宏
／
林
温
子
／

林
八
重
子
／
原
明
博
／
東
谷
香
保
子
／
藤
田

み
く
／
飛
田
雄
一
／
平
岡
三
保
子
／
平
川
哲

也
／
平
野
千
晴
／
平
林
佳
江
子
／
藤
本
千
恵

／
藤
原
明
朗
／
藤
原
昭
子
／
藤
原
勝
徳
／
麓

忠
司
／
舳
松
志
津
子
／
堀
田
紀
美
子
／
堀
富

子
／
本
間
耕
一
／
前
田
幸
利
／
牧
比
呂
美
／

松
浦
有
理
子
／
松
尾
慶
治
／
松
田
高
志
／
松

長
朋
子
／
松
野
光
伸
／
水
野
恵
理
子
／
溝
口

竜
太
郎
／
御
手
洗
圭
／
箕
浦
明
子
／
宮
嶋
淳

／
村
上
健
治
／
村
口
ミ
ヨ
子
／
森
岡
幸
子
／

森
田
浩
／
八
木
原
由
希
子
／
柳
大
路
功
／
柳
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田
芳
孝
／
山
口
妙
子
／
山
崎
兄･

恒
子
／
山

田
伸
枝
／
山
野
和
子
／
山
道
祐
子
／
山
本
七

々
子
／
山
本
晴
子
／
湯
浅
公
太
／
湯
浅
洋
子

／
行
廣
真
紀
／
横
井
文
／
吉
田
聡
子
／
吉
田

廉
／
吉
用
ト
モ
子
／
義
本
奈
々
／
愿
山
紀
代

／
若
杉
徹
朗
／
若
林
美
幸
／
若
山
治
子
／
和

田
み
な
子
／
綿
田
元
松
／
渡
辺
彩
智
子
／
渡

辺
豊
子

●
ジ
ュ
ニ
ア
会
費

徳
永
健
／
徳
永
優
／
野
田
麗
菜

●
団
体
会
費

大
阪
友
の
会
／
日
本
を
良
く
す
る
会

●
法
人
会
費

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン
／

㈻
エ
ー
ル
学
園
／
㈱
エ
ム
ピ
／
㈶
大
阪
府
国

際
交
流
財
団
／
岡
三
証
券
㈱
／
㈱
グ
ロ
ー
バ

ル
／
関
西
電
力
労
働
組
合
京
都
地
区
本
部
／

京
セ
ラ
労
働
組
合
本
部
／
㈱
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ

／
㈱
宝
屋
／
㈱
ツ
ー
ル
オ
カ
フ
ジ
／
㈲
西
田

興
産
／
日
広
機
設
㈱
／
日
東
薬
品
工
業
㈱
／

㈱
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ
／
㈱
フ
ラ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
／
㈱
ユ
ニ
コ
ー
ン

●
里
親
会
費

浅
香
真
理
子
／
ア
ジ
ア
井
戸
ば
た
サ
ロ
ン
／

池
上
正
子
／
石
原
歩
／
石
原
基
義
／
伊
藤
誠

／
岡
部
美
和
／
奥
野
憲
一
／
川
端
美
智
子
／

絹
田
悦
子
／
木
下
敏
子
／
木
村
依
江
／
久
留

須
眞
由
美
／
児
下
美
恵
／
小
西
孝
彦
／
小
林

久
仁
子
／
今
野
裕
章
／
斉
藤
渡
／
佐
藤
濶
子

／
佐
藤
正
明
／
下
村
蓮
実
／
平
眞
知
子
／
高

橋
恵
／
田
中
修
／
田
中
和
子
／
谷
綛
安
雄
／

坪
内
廣
次
／
徳
永
昌
彦
／
中
島
綾
／
中
村
弓

絵
／
西
澤
純
／
西
宮
教
会
婦
人
会
／
西
山
美

菜
子
・
千
晶
・
敦
記
／
能
登
秀
美
／
畠
山
房

子
／
濱
口
薫
翠
／
日
生
下
卓
／
ピ
グ
マ
リ
オ

ン
学
院
奈
良
教
室
／
平
川
哲
也
／
藤
原
勝
徳

／
前
田
恵
美
子
／
前
田
泰
子
／
松
原
直
弘
／

三
里
健
一
／
水
野
結
乃
美
／
三
宅
詩
佳
／
武

藤
英
利
矢
／
村
上
聡
代
／
森
利
明
／
安
永
拓

史
／
山
岡
輝
清
／
山
本
由
起
子
／
山
脇
哲
／

吉
田
聡
子
／
渡
部
司

●
一
般
寄
付

熱
田
親
憙
／
市
橋
精
機
㈱
／
上
野
孝
一
／
エ

ー
ゼ
ル
㈱
／
枝
川
豊
／
大
神
光
司
／
大
久
保

洋
子
／
金
井
英
夫
／KANAU

シ
ョ
ッ
プ
／

㈱
か
ん
ぽ
う
／
國
松
正
輝
／
桒
村
壽
子
／
酒

井
聖
／
櫻
井
紘
哉
／
篠
原
勝
弘
／
渋
江
理

香
／
認
定
こ
ど
も
園
す
み
れ
幼
稚
園
／
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
つ
な
が
る
募
金
／
手
嶋
寛
／

冨
松
英
二
／
樋
口
雅
軌
／
藤
原
正
昭
／
㈱

PENSEUR

／
法
花
敏
郎
／
眞
砂
哲
志
／
松

本
静
枝
／
宮
野
谷
篤
／
村
上
公
彦
／
森
本
榮

三●
井
戸
指
定
寄
付
（
募
金
箱
よ
り
）

幾
谷
昌
彦
／
糀
矢
美
智

●
井
戸
指
定
寄
付

蛯
名
健
仁
様
、
加
奈
子
／
角
英
樹

●
井
戸
積
み
立
て

㈶H2O

サ
ン
タ
／
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ぞ
う
す
い
の
会

●
井
戸
建
設
支
援

○
ネ
パ
ー
ル

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ネ
パ
ー
ル
ヘ
の
か
け
橋
／
松
並
淳

／
吉
田
敬
市

○
カ
ン
ボ
ジ
ア

㈱
国
元
商
会
／
㈱
ユ
ニ
コ
ー
ン

○
ス
リ
ラ
ン
カ

㈱
国
元
商
会
／
㈱
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
／
相
良
拓

弥
／
㈱
ユ
ニ
コ
ー
ン

○
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

㈱
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ

●
ア
ジ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
奨
学
会
費

上
野
孝
一
／
岡
本
圭
司
／
古
賀
旭
／
中
島
和

子
／
村
上
公
彦

●
ア
ジ
ア
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
夢
基
金
寄
付

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
歩
く
会
／
坂
口
久
代
／
杉
本
卓
也

／
ド
リ
ア
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
／
中
野
厚
子
／

中
野
俊
子
／
宇
田
和
博
／
山
口
妙
子

●
ア
ジ
ア
・
子
ど
も
支
援
寄
付

石
原
基
義
／
伊
奈
徹
／
井
上
勇
一
／
宇
治
教

会
／
大
石
み
ど
り
／
カ
ト
リ
ッ
ク
至
聖
贖
罪

修
道
女
会
／(

公
財)

毎
日
新
聞
大
阪
社
会
事

業
団
／
松
尾
慶
治
／
箕
裏
奈
緒
／
集
め
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
よ
り

●
ア
ジ
ア
植
林
支
援
寄
付

岡
本
朋
子
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
／
㈱
日
本
入
試

セ
ン
タ
ー
（
ネ
パ
ー
ル
）

●
イ
ン
ド
ム
ス
カ
村
医
療
支
援

河
野
直
子
／
田
中
元
孝

●
イ
ン
ド
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
子
ど
も
と
家
族
支
援
会
費

苗
村
登
美
子

●
イ
ン
ド
パ
ダ
ト
ラ
小
学
校
支
援

戸
田
恭
子

●
コ
ス
モ
ニ
ケ
タ
ン
指
定
寄
付

海
津
加
代
子
／
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
高
槻
／
戸
田
恭
子

●
ス
リ
ラ
ン
カ
・
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
支
援
会
費

岡
本
佳
子
／
松
原
直
弘

●
ネ
パ
ー
ル
・
バ
イ
オ
ガ
ス
寄
付

設
楽
宏
幸

●
ネ
パ
ー
ル
栄
養
改
善
教
育
支
援

大
阪
西
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
／
塩
尻
加
代

子
／
東
代
清
隆
／
中
西
豊
次
／
前
田
美
津
代

／
吉
田
敬
市
／
渡
辺
治
彦

●
ネ
パ
ー
ル
・
ピ
ト
ゥ
リ
支
援
会
費

大
谷
英
一
／
大
谷
臣
子
／
小
川
幸
子
／
倉
光

和
之
／
小
松
朱
美
／
前
田
美
津
代
／
前
田
豊

／
宮
本
博
幸

●
ネ
パ
ー
ル
子
ど
も
夢
・
基
金

鎌
田
勝
江

●
ネ
パ
ー
ル
地
震
被
災
者
支
援
寄
付

元
橋
亮
治

●
ネ
パ
ー
ル
貧
困
対
策
指
定
寄
付

東
代
清
隆

●
ネ
パ
ー
ル
学
校
建
設
支
援
寄
付

福
永
有
花
／
横
田
美
智
子

●
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
国
際
基
金

奥
田
順
／
梶
田
安
彦
／
駒
野
秀
典
／
坂
上
耕

造
／
出
口
貴
之
／
西
田
貞
之
／
橋
本
隆
／
法

花
敏
郎
／
松
見
昇
／
毛
利
吉
男
／
山
本
宏
昭

／
吉
田
俊
朗
／
米
田
明
正

●
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

㈱
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
／
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ

ン
レ
ン
ジ
ャ
ー

●
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
寄
付

元
橋
亮
治

●
ラ
オ
ス
学
生
寮
指
定
寄
付

熱
田
典
子
／
天
野
紀
／
川
崎
隆
二
／
暮
部
恵

子
／
桒
村
壽
子
／
相
良
拓
弥
／
佐
々
木
実
／

塩
月
裕
朗
／
中
西
豊
次
／
法
花
敏
郎
／
吉
田

恵
子
／
渡
辺
治
彦

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
募
金
・
災
害

等
罹
災
者
支
援
募
金
・
緊
急
支
援
募
金

秋
山
タ
カ
子
／
穐
山
常
男
／
浅
井
聡
子
／
浅

野
直
人
／
熱
田
典
子
／
天
野
紀
／
荒
井
明
美

／
粟
野
ア
ツ
子
／
安
藤
幹
雄
／
幾
谷
昌
彦
／

池
田
ミ
オ
子
／
池
田
美
奈
子
／
井
坂
猛
／
石

田
武
／
伊
藤
亮
三
／
伊
奈
徹
／
井
上
香
苗
／

井
上
勇
一
／
井
場
弥
生
／
岩
本
郁
子
／
上
田

律
子
／
上
野
道
善
／
上
村
い
つ
子
／
宇
田
和

博
／
疇
地
道
俊
／
梅
本
隆
司
・
富
実
子
／
円

頓
寺
／
大
岩
典
代
／
大
塩
節
子
／
大
塩
光
代

／
大
杉
利
幸
／
大
橋
一
同
／
大
本
和
子
／
大

山
行
雄
／
小
笠
原
良
二
／
岡
田
経
子
／
岡
藤

茂
夫
／
岡
本
康
江
／
小
川
良
文
／
沖
田
哲
男

／
奥
田
順
／
小
椋
加
代
子
／
加
芝
ナ
ミ
子
／

柏
木
道
子
／
粕
谷
香
代
子
／
勝
成
忠
／
加
藤

弘
量
／
神
谷
尚
孝
／
上
村
み
ち
え
／
川
西
秀

樹
／
上
林
繁
子
／
菊
池
哲
也
／
岸
本
啓
子
／

喜
多
川
光
平
／
北
野
与
志
江
／
嶽
盛
和
三
／

木
下
達
雄
／
木
下
良
子
／
高
松
雅
／
木
村
育

世
／
木
村
依
江
／
葛
谷
友
子
／
久
保
田
篤
・

敬
子
／
栗
山
拓
／
松
野
正
剛
／
神
戸
東
部
教

会
教
会
学
校
／
児
島
裕
子
／
小
代
利
子
／
齋

藤
正
健
／
浄
土
宗
西
方
寺
／
作
田
和
彦
／
佐

藤
惠
美
子
／
佐
藤
正
明
／
佐
藤
美
千
代
／
左

野
菜
穂
子
／
佐
野
百
合
子
／
澤
田
武
憲
／
澤

田
安
子
／
三
本
松
三
津
江
／
塩
尻
加
代
子
／

四
國
う
ど
ん
讃
岐
路
／
重
吉
孝
一
郎
／
設
楽

宏
幸
／
柴
谷
享
一
郎
／
島
津
博
義
／
庄
子
幸

子
／
正
傳
寺
／
正
法
地
圭
／
正
法
地
由
紀
子

／
勝
楽
寺
／
新
羅
和
子
／
杉
本
明
子
／
鈴
木

千
草
／
西
福
寺
／
瀬
尻
芳
子
／
田
岡
佳
子
／

髙
木
光
子
／
髙
島
純
子
／
高
畠
千
春
／
田
川

久
美
／
田
口
裕
子
／
田
中
裕
江
／
田
中
静
枝

／
田
中
通
成
／
谷
浦
芳
夫
／
谷
阪
洋
子
／
地

本
英
子
／
土
倉
智
美
／
坪
内
廣
次
／
手
束
光

子
／
寺
山
正
道
／
土
井
ル
ミ
子
／
藤
間
孝
子

／
中
川
咲
子
／
中
嶋
啓
子
／
中
塚
鞠
子
／
中

野
為
夫･

桂
子
／
長
浜
真
美
／
那
須
ト
ラ
ピ

ス
ト
修
道
院
／
西
川
龍
夫
／
西
田
貞
之
／
西

田
貞
之
／
西
野
佐
恵
子
／
西
原
八
重
子
／
西

村
節
子
／
西
村
節
子
／
延
原
修
／
畠
山
ひ
ろ

み
／
畑
野
峻
／
英
由
季
／
羽
田
孝
彦
／
濱
野

千
津
子
／
林
越
洋
子
／
原
田
和
幸
／
原
田
ひ

ろ
み
／
は
り
ま
平
安
教
会
／
春
重
祺
子
／
東

野
栄
子
／
樋
口
誠
治
／
日
野
西
光
尊
／
福
原

智
恵
子
／
福
山
加
代
子
／
藤
田
由
紀
子
／
藤

原
克
彦
／
藤
原
正
昭
／
藤
原
増
子
／
船
戸
康

夫
／
古
谷
佳
世
子
／
細
谷
泉
夫
／
堀
口
節
子

／
前
田
み
ど
り
／
増
山
律
子
／
松
浦
み
よ
し

／
松
浦
有
理
子
／
松
生
孝
子
／
松
野
光
伸
／

松
本
勝
正
／
岬
み
ち
子
／
水
谷
惣
一
／
宗
本

光
義
／
森
﨑
律
子
／
森
下
正
志
／
森
田
康
代

／
森
本
匡
昭
／
矢
賀
繁
之
／
八
木
健
次
／
柳

田
芳
孝
／
山
上
知
佐
子
／
山
口
か
を
る
／
山

口
香
世
子
／
山
澤
寛
子
／
山
下
玉
英
／
山
下

良
一
／
山
田
伸
枝
／
山
野
和
子
／
山
本
晴
子

／
吉
居
あ
や
を
／
吉
積
慶
子
／
吉
田
敬
市
／

吉
田
清
史
／
義
村
小
夜
子
／
霊
松
寺
岡
村
良

孝
／
若
林
美
幸
／
脇
家
崇
夫
／
和
田
一
成

●
フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
被
災
者
支
援
寄
付

熱
田
典
子
／
岡
本
康
江
／
奥
村
香
保
里
／
加

藤
繁
生
／
木
下
良
子
／
京
都
教
会
／
高
谷
侑

助
／
田
中
玲
子
／Aviolat Daniel

／
津
川

美
世
／
中
塚
鞠
子
／
萩
尾
千
里
／
林
越
洋
子

／
松
原
智
秋
／
水
谷
惣
一
／
溝
渕
む
つ
躬
／

洛
西
教
会

●
助
成
金

○
バ
ン
グ
ラ
教
育
環
境
整
備
ト
イ
レ
建
設

積
水
ハ
ウ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
会

／
積
水
ハ
ウ
ス
㈱

○
ネ
パ
ー
ル
環
境
助
成
（
バ
イ
オ
ガ
ス
、
ゴ

ミ
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
）

（
公
財
）
り
そ
な
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
財

団○
フ
ィ
リ
ピ
ン
地
域
環
境
改
善

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
㈱
２
０
２
２
年
水
環
境
基
金

●
補
助
金

○
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
サ
ミ
ッ
ト

外
務
省

●
物
品
・
日
用
品
等

近
藤
朋
子
／
設
楽
宏
幸
／
森
田
素
子
／
長
知

子
／
岡
田
光
浩
／
マ
ッ
ラ
ラ
ジ
ャ
ン
マ
ン
／

東
代
清
隆
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　企業や労働組合、各種団体は、それぞれの理念に基づいて活動していますが、
いろいろな形で社会の役に立ちたいという気持ちは私たちと同じです。アジア協
会アジア友の会の理念にご賛同、ご協力くださっている法人会員を紹介します。

　
　
　

●
京
都
西
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

子どもたちの明日のため少しでも役立つ

新・The
社会貢献

予防と検査が大切ながん治療で身近な存在 ●
や
す
ふ
く
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク女

性
は
大
腸
カ
メ
ラ
に
羞
恥
心
も

あ
り
検
査
を
避
け
る
傾
向
に
あ

り
、
女
性
の
が
ん
別
死
亡
率
で
１

位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
定
期
的

に
検
査
さ
え
受
け
て
お
け
ば
…
…

と
い
う
患
者
様
も
多
く
経
験
し
、

予
防
医
療
・
検
査
の
大
切
さ
を
重

々
感
じ
て
お
り
ま
す
。

規
模
の
大
き
な
総
合
病
院
で
し

か
で
き
な
い
治
療
も
多
々
あ
り
ま

す
が
、
よ
り
身
近
で
相
談
し
や
す

当
院
は
令
和
３
年
９
月
１
日
か

ら
開
院
し
た
内
科
・
消
化
器
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。

消
化
器
内
科
は
が
ん
を
診
療
す

る
こ
と
も
多
い
診
療
科
で
す
。
医

療
は
目
覚
し
く
進
歩
し
て
い
ま
す

が
、
が
ん
の
罹り

患か
ん

率
・
死
亡
率
は

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
化
の
影
響
も
あ
り
ま
す

が
、
大
腸
が
ん
は
そ
れ
を
差
し
引

い
て
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に

い
存
在
と
し
て
、

患
者
様
の
お
役
に

立
ち
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
ご
縁
あ
っ
て

入
会
さ
せ
て
頂
い

た
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
活

動
も
、
微
力
な
が

ら
医
業
運
営
を
通

じ
て
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
間
中
止
し

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
会
員
・
先

生
方
・
地
域
の
方
々
と
と
も
に
開

催
に
向
け
全
力
投
球
中
で
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
井
戸
設
置
を

き
っ
か
け
に
国
際
奉
仕
の
あ
り
方

を
熟
慮
し
て
き
ま
し
た
。
創
立
50

周
年
を
機
に
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
と
ネ
パ
ー

ル
栄
養
士
育
成
事
業
を
立
ち
上

げ
、
４
月
に
栄
養
士
を
目
指
す
留

学
生
を
迎
え
ま
し
た
。
ネ
パ
ー
ル

「
嵐
山
こ
ど
も
相
撲
大
会
」
は

小
学
１
～
６
年
生
の
男
女
が
嵐
山

中
之
島
公
園
の
特
設
土
俵
で
友
達

や
親
御
さ
ん
の
応
援
の
も
と
、
楽

し
く
相
撲
を
取
り
、
12
年
を
迎
え

ま
す
。
ま
た
「
現
代
ア
ー
ト
に
ふ

れ
る
」
は
、
感
性
が
強
く
育
ま
れ

る
と
い
わ
れ
る
小
学
４
～
６
年
生

を
対
象
に
、
嵯
峨
美
術
大
学
教
授

・
学
生
の
指
導
の
も
と
、
毎
年
創

意
あ
ふ
れ
る
作
品
を
作
っ
て
い
ま

で
の
女
性
の
社
会

進
出
・
農
村
の
栄

養
改
善
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
健

康
的
な
生
活
の
き

っ
か
け
に
な
れ
ば

と
の
思
い
で
、
息

の
長
い
事
業
に
取

り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

京都市下京区玉津島町317
スミックビル２階
☎ 075-341-5551
2022-23年度会長：佐藤正行
担当：玉城博和

大阪府箕面市箕面5丁目
12-71パークプラザビル箕面1階
☎ 072-725-8555
代表者：安福智子
連絡担当者：安福宏城

　地球という一つの舟に乗る私たちの問
題を、一つ一つ取り上げて解決の糸口を
見つける場として、JAFS地球市民大学
講座を設けることにしました。
　一緒に集まって考えませんか？
◆お問い合わせは、JAFS 柿島まで◆

　　　　　tel. 06-6444-0587

一緒に考えませんか？入
会･

寄
付
ご
案
内

会
員
と
な
っ
て
継
続
的

に
支
援
く
だ
さ
る
こ
と

で
、
安
定
し
た
活
動
計
画

が
で
き
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ．維持会費 年額１口 12,000円
（月額1,000 円）

Ｂ．賛助会費 年額１口 6,000円
（月額600 円＝振込手数料含む）

Ｃ．ジュニア会費（高校生まで）
年額１口 1,000円

Ｄ．団体会費 年額１口 20,000円
Ｅ．法人賛助会費 年額１口 50,000円

編

集

後

記

　
　

　長年の夢が、5月にようやく実現しました。自転
車での琵琶湖一周「ビワイチ」です。サイクリン
グロード一周193km。ふだん私は最寄駅まで毎日
自転車に乗るほか、車を運転できないので、日頃
から大概のところへは自転車で行ってしまいま
す。体力にも自信があったので、完走できると頭
では想像していましたが、途中でギブアップとい
うまさかの事態もわずかに想定していました。
が、結果として、予想より楽に達成できました！
　ただし一緒に回った他のメンバーには、5kmで
ギブアップする人もあり、ゆっくりペースで大分
遅れて100kmをゴールとした人もあり。6人中3人
が一周193kmを完走しました。でも一周せずとも
各人各ペースで、心地よい風を受けて、琵琶湖の
自然を全身で感じて楽しみました。きらきら光る
青い湖面、青い空、湖畔の緑。おススメです。
　他にも、サイクリングロードは全国各地で整備
が進んでいます。よく知られているのは、本州
と四国をつなぐ「しまなみ海道」（70km）。全長
1487kmという「太平洋岸自転車道」もあります。
　日常生活でも近年、自転車レーンが整備されて
きました。自転車は、化石燃料や電気などのエネ
ルギーを使わず、消費するのは自分の余分な脂
肪!? 環境にやさしい乗り物のはずなのに、日本の
交通社会では長年、自動車からも歩行者からも、

自
転
車
で
琵
琶
湖
一
周

どちらかと言うと邪魔者扱いされてきました。以
前は、交通ルールに則って車道の左端を自転車で
走っていても、車にクラクションを鳴らされるこ
とがよくありました。自転車側のマナー向上を始
め、歩行者･自転車･自動車など様々な手段で通行
する人々が、共通の交通ルールや安全意識を再確
認することなどソフト面を整えるとともに、より
安全な道路環境とするためのハード面の整備も願
っていたので嬉しく思っています。2012年に国土
交通省と警察庁が策定した「安全で快適な自転車
利用環境創出ガイドライン」、2016年の「自転車
活用推進法」公布などが背景にあるようです。
　他の国ではどうでしょう。アジアでは、自転車
に限らず混沌とした道路交通状況にありますが、
自転車の国として知られるオランダについて調べ
てみました。まず、国土の4分の1が干拓地で平坦
なため、自転車で移動しやすい点があります。そ
して低地が多いため、温暖化による海面上昇で国
土水没の恐れがあることから、国民の環境意識が
高く、交通政策として自転車優先策がとられてい
るそうです。例えば、自動車関連の税が高く、逆
に通勤用自転車購入には補助金があるほか、自転
車道や駐輪場の整備も進んでいるようです。
　まずは、自転車を安全に楽しんで、好きになっ
てみませんか。    　　（JAFSスタッフ　川本 裕子）

環境コラム

13
ペ
ー
ジ
に
関
係
記
事

ロ
ナ
に
関
す
る
国
内
の
制
限
が

少
し
緩
和
さ
れ
、
水
際
で
も
、

外
国
人
観
光
客
の
受
入
れ
を
一
部
再

開
。
感
染
対
策
意
識
が
人
に
よ
り
大
き

く
ば
ら
つ
く
状
態
に
入
り
ま
す
が
、
マ

ス
ク
摩
擦
を
生
ま
な
い
よ
う
互
い
に
思

い
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
川
）

の
の
ふ
の
八や

そ十
宇
治
川
の
網あ
じ
ろ代

木ぎ

に
い
さ
よ
ふ
波
の
行
方
知
ら

ず
も
ー
柿
本
人
麻
呂
の
歌
。
行
方
の
定

か
で
な
い
川
波
に
壬
申
の
乱
（
6
7
2

年
）
で
敗
れ
た
も
の
の
ふ
（
武
士
）
の

流
亡
の
姿
が
重
な
り
、
疫
病
と
侵
略
戦

争
の
今
も
心
に
響
き
ま
す
。
（
敏
）

連
人
権
高
等
弁
務
官
の
中
国
・

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
訪
問
の

報
に
３
年
前
、
ツ
ア
ー
で
同
地
を
訪
れ

た
の
を
思
い
出
す
。
区
都
ウ
ル
ム
チ
の

街
角
は
深
夜
も
警
官
が
立
哨
。
現
地
ガ

イ
ド
の
「
ウ
イ
グ
ル
語
は
消
え
去
る
か

も
」
の
一
言
が
耳
に
残
っ
た
。
（
督
）

加
費
が
ア
ジ
ア
夢
基
金
へ
の
寄

付
と
な
る
「
J
A
F
S
歩
く

会
」
が
毎
月
行
わ
れ
て
い
る
。
先
日

は
”
京
都
・
竹
の
径
”
を
歩
い
た
。
青

々
と
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た
竹
林
が
続
く

道
は
清
々
し
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
の
数
少
な
い
イ
ベ
ン
ト
だ
。
（
和
）

俣
病
の
惨
禍
を
世
界
に
報
じ
た

写
真
家
ユ
ー
ジ
ン
＆
ア
イ
リ
ー

ン
・
ス
ミ
ス
夫
妻
の
評
伝
『
魂
を
撮
ろ

う
﹄
(石
井
妙
子
著
)を
読
み
ま
し
た
。

非
を
認
め
な
い
企
業
、
究
明
を
怠
る
行

政
。
同
じ
轍わ

だ
ちを
私
た
ち
は
今
も
踏
ん
で

い
な
い
か
と
怖
く
な
り
ま
す
。
（
黒
）

水 コも国参

会費・寄付の振り込み先
三菱UFJ銀行中之島支店 普通1007011 または 楽天銀行リズ
ム支店(209) 普通7006892 【口座名 シャ）アジア協会アジア友の会】
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募
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ア
ジ
ア
の
安
全
な
飲
料
水
が
な
い
地
域
で

貧
困
に
苦
し
む
人
た
ち
を
支
援
す
る
活
動
に
使
わ
れ
ま
す

郵
便
振
替 00960-6-10835

ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の
会

▲「大きく育って帰ってきてね」。イ
ンドネシア、アチェ州バンダ・アチェ
（スマトラ島）のランプークビーチ
で、保護グループが卵から孵

ふ
化

か
させた

オサガメの赤ちゃん90匹を海に放流し
た＝２月25日、10・11㌻に記事

◀表紙の写真　戦禍に苦しむウクライ
ナの人々を支援しようと、ピアニスト
・瀬田敦子さんのチャリティコンサー
トが開かれた＝５月21日、兵庫県宝塚
市。４・５㌻に緊急特集記事「広がる
ウクライナ支援の輪」

HPもご覧ください
クレジット寄付もこちら


